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〔講演〕
　おはようございます。創価大学の学生の皆さんとお会いできて嬉しいです。
　私が創価大学を訪問するのは今日で三回目になります。2015 年春に少し短
い訪問をしました。2016 年には創価大学平和問題研究所主催のシンポジウム
で基調講演を行うため、慶南大学教授として来学しました。今日はその時と
は立場が変わり、駐日韓国大使として皆さんの前に立っております。今日は
皆さんと韓日関係について語り合いたいと思います。
１．現在の韓日両国政府
　韓国では昨年（2017 年）5 月 10 日、文
ムン
在
ジェ
寅
イン
政権が誕生しました。今日は
2018 年 6 月ですから約 1 年と少し経ちました。文在寅政権の特徴は約 1700
万人もの大規模な市民が結集した「ロウソク革命」を背景として誕生した政
府だということです。日本政府では安倍首相が就任して 6 年目になりますね。
　韓国政府は『外交白書』（2016）を通じて、韓日関係についてこのように語っ
ています。「韓日両国は価値と理解を共有する大切な隣国であり、北東アジ
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ア地域は無論、世界の平和と繁栄のため協力するパートナーである」と。
　一方で、日本政府は『外交青書』（2017）を通じて、韓国についてこのよ
うに語っています。「日本にとって、韓国は戦略的利益を共有する最も重要
な隣国であり、友好的な日韓関係は、アジア太平洋地域の平和と安定に不可
欠である」と。
２．今日までの韓日関係
2.1　戦後の韓日関係
　韓日関係を歴史的な流れに沿って見てみますと、1945 年から 1965 年まで
はまだ植民地支配に関する清算が行われず、そして国交もまだなかった時代
であります。1951 年の第一次韓日会談が開かれて以来、14 年間、二国間の
交渉は順調ではありませんでした。
　しかし、それが 1965 年になりますと、韓日基本条約を締結することとなり、
国交正常化が行われます。しかし、一方でまだ世界には冷戦秩序ということ
が醸成されていて、その中で韓日はそこそこ協力をする関係になります。東
京に韓国大使館が開設されたのをはじめ、神戸、名古屋、大阪など　9 つの
都市に、各総領事館が開設されました。
　1980 年から 1998 年までは、韓国では民主化そして自由化がなされ、そし
て冷戦の秩序がなくなり、冷戦が終結する時期でもあります。しかし、この
時期には歴史など新たな問題などが浮上することになり、両国関係は多角化
を迎えます。
ロウソク革命に結集した市民の群衆 文在寅大統領の誕生
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　1998 年から 2000 年代にかけて韓日関係は大変良い時期に入ります。「21
世紀に向けた新たな韓日パートナーシップ」ということが宣言され、そして
皆さんには実感はないかもしれないですけれども、2002 年に韓日はサッカー
W 杯（ワールドカップ）を共催した時期でもあり、韓日関係が非常に深まっ
た時期でありました。
　そして 2000 年代から現在に至るまでの韓日関係は、日本では韓流ブーム
が沸き起こり、交流が深まるなど、非常によい状態ではありますが、それと
同時にいろんな厳しさが浮上した時期でもあります。
　そして、去る 2 月のことですが、皆さんテレビでご覧になったでしょうか、
平昌冬季オリンピックが開かれたことがきっかけとなり、日本から多くの選
手が出場し、良い成績を収めました。その中でも、スピードスケートの競技
では、日本の小平奈緒選手と韓国の李
イ
相
サン
花
ファ
選手が友情を皆さんの前で表すよ
うな感動的な場面が見られました。
2.2　最近の韓日関係
　より最近の状況についてお話します。2017 年 9 月、河野外務大臣と韓国の
康
カン
京
ギョン
和
ファ
外交部長官が会談を行い、安倍首相と文在寅大統領の間でも首脳会
談が行われました。2018 年 2 月には平昌冬季オリンピックの開会式に出席す
るため、安倍首相が韓国にいらっしゃいました。そして、4 月 11 日には河野
大臣と康京和外交部長官が会談を行いました。そして、重要な会談がもう一
つありました。4 月 27 日、韓国の板門店で南北首脳会談が行われました。そ
して、一か月前のことになりますが、5 月 9 日、東京で韓日中サミットも行
われました。その場では安倍首相、文在寅大統領、中国の李克強首相が一堂
に会して、北東アジアにおける三か国の協力について意見を交換しました。
そして、それをきっかけに安倍首相と文在寅大統領は別に会談を行うことに
なり、そして昼食会もしました。そして、少し時間が経ってから、韓国の文
在寅大統領はワシントンに行って、トランプ大統領と首脳会談をすることに
なります。そして、現在テレビやメディアなどでたくさん報道されているの
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で皆さんもご存知かと思いますが、来週火曜日（2018 年 6 月 12 日）に、シ
ンガポールでトランプ大統領と北韓金正恩委員長が史上初めての歴史的な首
脳会談を行うことになります。
2.3　人的交流と貿易額
　韓日両国は人的交流が非常に活発に行われています。1965 年の国交正常化
以降の韓日関係の交流についてお話しします。1965 年当時、韓日の間で往来
したすべての人的交流の数を数えてみますと、100 万人に過ぎませんでした。
しかし、去年の数値を見てみますと、全体的な人的交流の数は約 970 万人、
ほぼ 1000 万人に上ります。訪日韓国人の数は約 740 万人に達しています。
多くの韓国人は、日本の自然、食べ物、温泉など求めてやってくるわけです。
そして訪韓日本人の数はそれほど大きい数値ではありませんが、たくさんお
越しいただいておりまして、230 万人に達しています。今年はおそらく人的
交流の数は 1000 万人に達すると予想されています。また、在日韓国人が約
50 万人います。
　次に経済関係のこと、貿易額についてです。1965 年の貿易規模は約 2.2 億
ドル、2 億を少し上回る程度でした。しかし、それが昨年 2017 年になります
と、両国間での貿易額は約 819 億ドルにまではね上がります。両国間でこの
間に数百倍の貿易額の増加があったのです。しかし、その中で、機械や部品
などの輸出という問題があって、韓国は日本に対して約 283 億の貿易赤字と
なりました。2017 年のことです。韓国は日本にとって第 3 位輸出国、第 4 位
韓日首脳会談 韓日中サミット
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輸入国ですし、日本は韓国にとって第 5 位輸出国、第 4 位輸入国です。こう
したことから、韓日両国は経済的に大変踏み込んだ協力関係を形成している
ことがわかります。
2.4　21 世紀の韓日関係の変化
　そして韓日両国は自由民主主義、市場経済、人権など普遍的価値を共有し
ている国どうしです。現在はいろんな分野で緊密な関係を発展させています。
そしてこうしたことは北東アジアに限らず、グローバル的にも戦略的利益を
共有して、安保分野での協力を拡大しています。
　人的・文化交流も急成長を遂げています。日本国内では「韓流」、これに
は歌手、ドラマなどの文化コンテンツが入ります。そして韓国国内において
も日本の漫画などの文化、いわゆる「日流」が競合しています。これらをま
とめて言いますと、韓国と日本の間では双方向の文化交流が行われていると
いうことになります。これはいわゆる文化のハイブリッド（異種融合）現象
が現れていると言っても過言ではないと思います。
３．最近の韓半島情勢・韓日協力
　最近の韓半島の情勢についてお話ししたいと思います。平昌オリンピック
がきっかけとなり、南北間で相互特使を派遣することになりました。まず、
北韓から韓国へ特使が派遣されました。それで韓国も平壌に特使を派遣しま
した。なぜ特使を派遣したかと言いますと、南北間ではここ 10 年間、対立し、
対決する状況が続いていました。それを断ち切って交流、和解、協力、平和
などを実現できるのかを探るためでした。そして、平壌を訪問した特使が今
度はワシントンを訪問して、金正恩委員長に会ったときの内容をトランプ大
統領に詳しく説明しました。それがきっかけとなって、トランプ大統領は「私
は 5 月末までに金正恩委員長に会う」ということを決意したのです。そうし
た経緯で来週（2018.6.12）トランプ大統領と金正恩委員長がシンガポールで
首脳会談を行うことになっています。重要なのは韓半島を巡って核兵器やミ
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サイルによって戦争が危ぶまれる状況が続いていたことです。それを耐えて
今は平和のムードになっているのです。それで4月27日に南北初の首脳会談、
5 月 22 日に韓米首脳会談、5 月 26 日に第二次南北首脳会談、そして来週 6
月 12 日に米朝首脳会談が行われます。これは私の個人的意見ですが、今後
2~3 か月後には朝鮮半島そして北東アジアの平和と安定が保てるかどうかが
決まる正念場になるということを皆さんに申し上げたいと思います。北韓に
核を諦めさせる、そして米朝間の関係を正常化させる、日朝関係を正常化さ
せる、このような難しいことを現実のものにする「歴史的チャンス」が訪れ
たわけです。
　韓日両国は韓半島の平和のみならず、北東アジア全体の平和、共同繁栄の
ための協力パートナーです。文在寅大統領はこうした認識を持って、韓日関
係を成熟した協力同伴者の関係にするために一生懸命に努力しているところ
です。
　現在、いろいろな首脳会談が行われていますが、そうした首脳会談の目標
はまず、韓半島における完全な非核化、そして恒久的な平和体制を構築する
ことです。そのことを通じて北東アジア全体の平和、共同繁栄をもたらそう
と努力しています。
　日本においても 2002 年小泉首相は平壌を訪問して、日朝平壌共同宣言を
調印しました。その精神に基づいて、日本が今抱えている拉致や核問題など
北韓に関するいろいろな問題に対し、包括的に解決を図っていこうというの
が安倍首相の強い意識です。そして、私達は日本、安倍首相が現在、北東ア
ジアにおける対話の流れに出来るだけ早く、そして積極的に参加するよう呼
びかけています。南北・米朝・日朝という 3 つの関係正常化は、足並みを揃
えて一緒に回して行ってこそ可能になることであり、その中で一つでも欠け
ていたらこのプロセスは回らなくなります。そのためには、韓国と日本両国
はもちろん、韓日米三か国で協力を緊密に行っていかなければならないと思
います。
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４．韓国政府の対日政策
　韓国政府の対日政策としては、大きく四点あります。
　第一に、韓日間にあるさまざまな懸案を解決するために努力を強化するこ
と、そこにある潜在的な葛藤要因をうまくマネージしていくことを第一の目
標としています。
　第二は、韓日間で戦略的、実質的な協力を拡大、発展させていくことです。
　第三に、北韓問題を解決するために韓・米・日が連携と協力を強化させて
いくことです。
　第四に、韓国政府は日本国民に直接より一層寄り添う、いわゆる公共外交
を積極的に展開することも政策として掲げています。私がこのように創価大
学に来て皆さんとお話をするということも公共外交の一環と言えます。
　第二の点、韓日交流における協力強化の一環として政策をご紹介します。
韓国では今大学を卒業してもなかなか就職が決まらず、厳しい状況にある若
者がたくさんいて、一方で日本でも人手不足という現象が起きているので、
韓国人が日本で就職できるよう支援策を韓国政府として進めています。そし
て韓国も日本も少子高齢化が社会的な問題になっていますが、こうした問題
を解決するために協力環境を作っていくことも韓国政府の政策の一つです。
　私が特に強調したいことは両国間で若者交流を拡大すべきであるというこ
とです。留学生を増やしたり、そして人的交流を活発化させるということで
す。現在、韓国政府は 3+1 プログラムを通じて韓日間で協力を拡大する、留
学を拡大する、そして韓国の若者を就職させる政策を展開しています。3+1
プログラムについて簡単に話しますと、3 年は韓国の大学で勉強して、残り
の１年は日本で勉強し、韓国で就職するか、もしくは日本で就職するかを決
めることになります。このプログラムは韓国における若者の就職問題と日本
における人手不足問題を同時に解決できるので、両国にとってウィン・ウィ
ンとなる対策として活用されることが期待されるプログラムです。
　創価大学におかれましても事務所をソウルに設置された（2016年9月26日）
ほか、韓国国内で 12 もの大学ⅱと活発な交流を行なわれていますが、これは
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大変嬉しいことです。これからも 3+1 プログラムを活用してさらに交流を広
げていただきたいと思います。
〔質疑応答〕
女子学生 A：私の将来の夢は日本と韓国の架け橋になるということですが、
これから日本と韓国の関係をよく学んでいくうえで、歴史的な過去を勉
強するべきか、それとも未来に向けて良い友好関係を考えるべきか、ど
ちらを優先すべきでしょうか。
李大使：あなたがおっしゃった悩みについて十分に理解できますが、私は両
方が大切だと思います。友好関係は大学に通いながら、友達を作ったり、
そして創価大学にも韓国人の留学生がいると聞いていますので、そうし
た友だちに会ってお茶をしたりする過程や、機会があったら夏休みを
使って韓国に旅行に行ったりすることでも友好関係は築いていけるので
はないかと思います。歴史についてはあまり難しい本ではなくて、読み
やすい本を選んで読むことをお奨めします。
男子学生 B：先ほど、南北関係の改善や日朝関係の改善のことについて若い
人たちの交流が大切だとおっしゃっていいましたが、これから次の世代
を担う若い人たちに大使が望まれることや、どんな人材に育ってほしい
かという希望がありましたら教えてください。
李大使：南北関係は今完全に断絶している状態ではありまして、お互いにつ
いて理解することは至難であります。そして日朝関係も同じことが言え
ます。現在南北間では交流のための対話準備はいろいろ進められている
途中ですので、これから韓国の学生は北韓に対する理解を深めるための
貴重な機会を与えられることになるでしょう。日本にいらっしゃる皆さ
んは北韓について政府もしくはメディアを通じて提供される認識、イ
メージがあると思います。そして、やむを得ないことですが、私達は偏
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見を持っています。北韓には問題が多いのも事実です。北韓は共産党一
党支配で、人権がたくさん侵害されていること、表現が自由に許されな
いこと、経済的に厳しい状況であることといった様々な問題を抱えてい
ます。しかし、同時に考えなければならないことは、北韓も事実上一つ
の国と国際的に認められていることです。国連にも加盟しています。そ
して、人々が暮らしていて、そのための政治、社会、経済の仕組みが存
在しています。学生の皆さんには、従来世代から植え付けられてきた偏
見や狭い考え方だけで北韓を見てほしくないというのが私の考えです。
文学部に所属されている皆さんですが、リベラルアーツという思考の方
式を育てること、オープンマインドを持つことが重要だと思います。
女子学生 C：（韓国語で）恒久的な平和を実現するためには努力が必要です。
創価大学の創立者は一人の心の変革で世界を変えられるという話をされ
ました。それで私も一人の心で世界を変えていくことが可能だと信じて
いますが、そのために必要な持続的な努力について大使のお考えをお聞
かせください。
李大使：まず、質問した学生さんが、韓国語が非常に上手だったので、創価
大学の教育の質の高さを実感しました（拍手）。一人が「平和」への心
を持ち、努力を続けていくことが大事だということをおっしゃいました
ね。「平和」の反対語と言いますと、私たちは「戦争」という言葉が思
い浮かびます。そして理論的に考えますと、それは「葛藤」とも言えます。
この世界の中で、私も皆さんも「私は葛藤がほしい、戦争がほしい」と言っ
ている人はいないはずです。韓国では昨年にも戦争の可能性がささやか
れ、人々は不安にさらされました。現在、日本と北韓の間も葛藤の状況
であるといえます。「葛藤」して誰も得することはありません。そして「戦
争」は更に悪であります。「平和」は政府の取り組みも必要ですが、個々
人の「平和」に対する考え方によって実現していくことが大変重要です。
大学のなかでも一人が「葛藤」を起こすと、小さいグループの中でも「平
和」を維持できなくなります。グループが「葛藤」を巻き起こすと、大
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学全体での「葛藤」を巻き起こすことに繋がります。ですから、個々人
が「平和」について常に考えていくことが必要です。二人の関係におい
ても、友達どうしであれ、夫婦であれ、一人が「平和」について努力せず、
両者の関係について考えないと、それは「葛藤」になってしまいます。
また、私は「平和」についての教育も必要だと思います。人との付き合
い方、接し方などについて学ぶことです。「平和的な人」という概念が
成立するかと問われますと、それは可能だと思います。「平和的な人」
の反対側に「暴力的な人」「葛藤的な人」という概念も成立するわけです。
個々人が「平和」について考え、重視するようになれば、社会全体もそ
のようになり、平和的な社会の実現に繋がると思います。
女子学生 D：大使として決断をしなければならない場面がさまざまあると思
いますが、どのように決断力を身につけるのか、教えてください。
李大使：皆さんにとって決断力を育むということは勉強に励むことだと思い
ます。言い換えると、決断力があるということは実力があるということ
です。決断のためには自信が必要です。自信とは自分を信じるというこ
とです。そのためにはいろんな分野で自分の能力を備えておくことです。
実力がなければ、自分を信じられなくなり、そして決断力もどんどん下
がってしまいます。そして皆さんも決断力を育むために大いに勉強に励
んでください。
女子学生 E：大使が平和のために心に抱いていらっしゃる信念について教え
てください。
李大使：私は葛藤が大嫌いで平和が好きです。ノルウェーの平和研究者ヨハ
ン・ガルトゥングは平和を消極的平和と積極的平和の 2 つに分けていま
す。消極的平和というのは葛藤がないという状態を指します。積極的平
和というのは葛藤がないことに加えて、心理的な安定、安全などは保証
されている状態を指します。私自身も平和を好み、仕事に励むことがで
きるためには安定した状態が必要だと思っています。
男子学生 F：平和のためには韓日の友好関係が重要だと思いますが、韓国で
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は反日感情が強い人がまだまだいるようです。それを完全に解決するた
めにどうすればよいのか、僕らは何ができるのかについて教えていただ
ければうれしいです。
李大使：それも少し難しい質問です。日本でヘイトスピーチを行ったり、韓
国で反日感情を示したりする人は実際に非常に限られた人であると思い
ます。こうした方々は韓国社会でも日本社会でも一つの極端に寄ってい
る人々だと思います。おそらく生きていく中で嫌な思いをさせられたり、
変な本を読んだり、変な教育をされたり、そして変な人に会ったりした
ことがきっかけとなって、そうした感情を抱くのでしょう。そこには憎
しみ、憤り、排他的な感情があります。そのような感情は人間が持ち得
る特徴の中で最も悪い部分です。こうした感情を持った人々がヘイトス
ピーチをしたり、それに同調したり、反日感情を抱いたり、それに同調
したりすることは政治と非常に深い関わりがあります。政治的な環境が
こうした行為を誘発する場合があるのです。政治家がこれを直接やらせ
るのではなくても、こうした行為が行われることを内心喜んでいる場合
があります。政治的な環境にかかわりなく、個人としてこうした行為が
拡大しないように呼びかけ、断固とした行動を取る人もいます。そのよ
うな開かれた自由で民主的な環境の中でこそ、ヘイトスピーチや反日感
情は育たなくなると考えます。ですから、政治と個人の問題が組み合わ
さった現象と考えたいと思います。
男子学生 G：両国間の葛藤の一つである領土問題について大使はどのように
お考えかお聞かせいただけたらと思います。
李大使：私は大使ですから韓国政府の立場を言うべき立場ではありますが、
本日は学生の皆さんの前ですので、ここでは控えさせていただきます。
ただ、一般論として、世界のあちこちでも領土問題を抱えている多国間
関係はたくさんあります。領土問題は解決を図ることが至難の業です。
解決を目指す努力ももちろんすべきですが、たとえすぐに解決できなく
ても両国関係をうまくマネージしていくことも重要だと考えます。領土
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問題はもともと戦争と関係する問題です。皆さんが領土問題について少
し勉強していくと、こうした領土問題は 19 世紀末から 20 世紀初頭に起
きた戦争と全部関連していることがわかると思います。これからも人類
が生存していくうえで、領土問題がなくなることはおそらくないでしょ
う。しかし、私達がそうした問題を解決するために平和を築く努力を続
けることが大変重要だと思います。
注
1　　李洙勲（イ・スフン、이수훈）、駐日大韓民国特命全権大使。
2　 慶南大学、慶煕大学、済州大学、昌原大学、弘益大学、群山大学、高麗大学世宗校、
釜慶大学、仁濟大学、成均館大学 、全北大学、韓国交通大学。
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「声の占領」にみる帝国のイコン
―日本占領期ジャワにおけるラジオ放送管理政策
小　林　和　夫
1. はじめに
　本稿の目的は，日本占領期ジャワにおける「声の占領」にみる帝国のイコ
ンを，ラジオ放送政策を事例として，読み解くことにある。
　近年，「外地」における日本帝国の文化性や表象性についての研究が多く
みられるようになった。極東アジアでもっとも早く写真技術を西洋から習得
し文明化を進めていた日本は，台湾，朝鮮，清（満州）などの「外地」の様
子を写真にさかんに撮影した。そして，その写真は，錦絵，石版画，絵はが
きなどの媒体に転用された（朴 2016 :3）。写真技術は帝国の表象化のための
科学的利器として重要な役割を担ったのである。
　この意味で，「外地」にみる帝国の表象は，写真・映画をはじめとする映
像技術によって「内地」にもたらされたといえる。「内地」の国民は，「外地」
から送られてくる写真に帝国の拡大をたしかに看取した。「外地」に映る帝
国の表象は，「外地」と「内地」の地理的範域を超えて，大東亜共栄圏構想
がたしかに進展しているという実体的な感覚を帝国「臣民」のなかに醸成し
ていった。換言すれば，帝国の表象は，近代的学知の動員による文化的装置
の実装によって前景化したのである。
　しかし，帝国の表象とは映像や意匠などの可視的な媒体によってのみ，と
らえられるものなのだろうか。写真技術や映画が帝国の表象をつくりだした
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とすれば，続いて普及した近代的利器であるラジオから流れた不可視の「声」
による占領にも，帝国は「表象」されていたはずである。
　ラジオが太平洋戦争の遂行にはたした役割やプロパガンダの諸形態につい
ては多くの研究がある（竹山 1994, 2002, 2005; 山本 2002; 貴志 2006; 佐藤 
2006; 井川 2012; 渡辺 2014; 秋山 2018 ほか）。また，ラジオ・トウキョウとよ
ばれた日本の対外放送の全体像も明らかになっている（北山 1987, 1988ab）。
とくに，ラジオ・トウキョウの東南アジア向け放送については，アメリカ戦
略情報局がジャワ島とバリ島で傍受したものをインデックス別にまとめた報
告書をだしている（OSS: 1945）。
　しかし，帝国日本の統治下にあった東南アジアの人びとが，そもそも日本
占領期以前から希少であったラジオにどのように反応したのか，また，ラジ
オをどのように聴いたのかについてはほとんど論じられてこなかった 1。日
本占領期のインドネシアに関する研究は，管見では，田子内によるラジオ放
送にみる音楽文化についての研究以外は皆無に等しい 2。
　このため，本稿では，冒頭に示したように日本占領期ジャワにおけるラジ
オ放送政策に焦点をあてながら，ジャワ軍政による「声の占領」のなかに帝
国のイコンを読み解くことをこころみる。
　本稿の構成を示す。 2 では，蘭領東インド時代におけるラジオ放送の歴史
を略述する。 3 では，ジャワ軍政による放送管理政策をあとづける。 4 では，
ジャワにおけるラジオ放送番組の編成方針と内容の概要を示す。 5 では，ラ
ジオ塔の建設がジャワの人びとと社会にいかなる影響を与えたのかを考察す
る。 6 では，本稿のまとめと課題を示す。
2. 蘭領東インドにおけるラジオ放送の開始
　1927 年 3 月に，オランダは世界初の植民地放送を開始した（佐藤 1974: 
31）。工業都市アイントホーフェンに拠点を置くフィリップス白熱電球会社
による，西部ジャワ最大の都市バンドゥンに向けた放送がそれであった。同
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時に，この放送はインドネシアにおけるはじめてのラジオ放送となった。同
年 6 月，同社はアムステルダムにフィリップス無線放送会社を設立し，オラ
ンダ本国とインドネシアの間で定期放送を開始した。外務省が発行していた
『国際時報』は，これを「アムステルダム東印度定期無線放送」との標題で
報じている（『国際時報』第 2 巻 18 号）。
　1930 年頃から，インドネシアではクラブ組織のアマチュア諸団体 3 が都市
で放送を始めていたが，1932 年 6 月に蘭領東インド放送会社（NIROM）が
バタビアに設立され，1934 年から本放送を開始して放送の組織化がはかられ
た（日本放送教会 1943: 309-310）。
　表 1 は，1935 年から 1940 年にかけての蘭領東インドにおけるラジオ受信
機の使用許可台数である。1930 年の統計による蘭領東インドの全人口
60,727,233 人を基本とした，1940 年のラジオ保有台数の人口割合はわずか
0.17% に過ぎない（田子内 2006: 154）。
表 1：ラジオ受信機使用許可台数（1935-1940 年）
年 ヨーロッパ人 インドネシア人 その他アジア人 合計
1935 19,020 4,411 4,135 27,566
1936 25,681 7,259 6,088 39,028
1937 32,756 12,238 9,468 54,462
1938 39,919 18,173 12,817 70,909
1939 45,039 25,608 16,863 87,510
1940 50,054 31,539 20,275 101,868
出典：Indisch Verslag 1941, p.461 より筆者が一部改変して作成。
　『ラヂオ年鑑 昭和十八年版』は，当時の蘭領東インドにおけるラジオ放送
の状況を以下のように紹介している。
　住民の人口数の比例を考慮すれば，インドネシヤ（ママ）人の受信機
所有数の割合はヨーロッパ人に比し遥かに低位にある。貧困なインドネ
シア人は高級受信機を購入し得ず，安価良質の日本製品を求めるが，政
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府の許可する所とならず，一方オランダ人は高級短波受信機を所有して
ヨーロッパ各地の放送を聴取して楽しむことが出来たのである。ここに
も文化享受の不均等が見られる。（日本放送協会 1943: 312）
　田子内は，1940 年当時のラジオ受信機（Tosco PHILIPS）の価格が 119 ギ
ルダーでああり，インドネシア人の平均月給が 30 ギルダー程度であったこ
とから，大多数のインドネシア人にとってラジオ受信機がきわめて高価なも
のであったと述べている（田子内 2006: 154）。ラジオを所有しているインド
ネシア人はきわめて少なかったのである。
　吉見俊哉がいうように，19 世紀以降，電話・ラジオ・蓄音機という「声」
は産業化されブルジョア的記号としその姿を現した（吉見 1995）。しかし，
上述の「文化享受の不均等」は，オランダ―インドネシアの支配―被支配と
いう権力関係がつくりだしたものにほかならない。インドネシアにおけるラ
ジオは，吉見のいうブルジョア的記号としてだけでなく，統治国―被統治国
という支配関係の権力的記号としても流通していたといえる。
　むろん，ラジオ受信機の絶対数とラジオ放送の聴取経験者の数は必ずしも
一致するとはいえない。なぜなら，ラジオ受信機を所有する王家や一部の富
裕層が所有するラジオに多くの人びとが集り，短時間であっても放送を聴い
ていた可能性があるからである（田子内 2006: 154）。また，ラジオを販売し
ていた店舗から，ラジオ放送が流れていた可能性も考えられる。しかし，ラ
ジオ受信機の所有率が蘭領東インド全住民のわずか 1% にも遠く及ばなかっ
たことから考えれば，少なくとも日常的に住民たちがラジオ放送を自由に聴
取できたとは考えにくい。ラジオは最新のメディアでありながら，それを享
受できるインドネシア人はきわめて限定されていたのである。とくに，都市
にくらべて産業が未発達で，近代的な消費文化が生活のなかに入りこんでい
たとはいえない地方や農村地域ではなおさらであろう。インドネシアは，こ
のような状況のなかで日本占領期を迎えるのである。
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図 1：日本占領期初期バタビアのラジオ相談所 4 の広告
出典：Kantor Penjiaran Partikoelir, n/d から筆者転載。
3. 日本軍政による放送管理
3-1. 南方軍総司令部および陸軍省の対応
　南方軍総司令部は，1942 年 3 月のジャワ島上陸前から占領統治におけるラ
ジオの重要性を認識していた。このことを如実に示しているのが，ジャワ島
上陸の際の謀略放送作戦の実施報告書における以下の記述である。
　蘭印ハ各国ノ例ニ倣ヒ対内宣伝上，極メテ「ラヂオ」放送ヲ重視シ
「ニュース」ニ対スル統制検閲ハ極メテ厳重ナリキ。其ノ他政府軍当局
ノ公示，発表等ハ迅速ニ「ラヂオ」ヲ以テ行フ外，動員，召集，隷下軍
ニ対スル命令等モ，略隠語等ヲ以テ命令公示セルコトアリ。（南方軍総
司令部 1942：2072）
　この言説から，南方軍総司令部が，オランダ統治下のインドネシア（以下，
蘭領東インド）では，政府の公示・発表だけでなく，動員や召集もラジオによっ
て行なったことを踏襲し，ラジオを軍政のために十全に利用しようとしてい
たことがうかがえる。
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　南方各占領地で軍政が開始されると，陸軍省は，1942 年 5 月に「南方占領
地放送暫定処理要領」によって，南方占領地における放送管理局の設置をい
ちはやく指令し，放送の一元的・集中的な管理をはかった（整備局交通課 
1942）。続いて同年 7 月に「南方占領地放送建設要領」によって，南方占領
地における放送管理の方針や放送局の建設計画 5 を正式に決定した（陸軍省
報道部 1942）。
　ジャワ軍政は，南方軍総司令部の「南方占領地放送建設要領」を受けて，
1942 年 9 月 24 日に「治政秘第 489 号」で放送管理局を設置した。1943 年 1
月 8 日にその一部が改正されたが，ジャワでは，放送管理局がジャカルタ，
バンドゥン，スラバヤ，マラン，ジョグジャカルタ，ソロ，スマランの 7 地
方に設置された 6。「放送管理局規程」によれば，業務の大きな柱はジャワ内
外に向けた放送実施と，ラジオ受信機の普及に関する指導及統制であった（爪
哇軍政監部 1944）。しかし，後者については，ラジオ受信機の普及に関する
指導よりも明らかに統制に重点が置かれた。戦前に JOBK のアナウンサーを
務め，開戦後，ジャワ放送管理局放送部長を務めた島浦精二 7 は，戦争とラ
ジオ放送について以下のように述べている。
　戦局が愈々決戦段階に入るとともに，電波による思想戦も愈々酷であ
る。我々の頭の上には，昼夜を別たず，敵味方の電波が，1 秒間に地球
を 7 週半廻る速さと，エヴェレストを越え太平洋を渡る強さを以て，縦
横に飛び交っている。若し電波に色があって，我々の眼に見える事が出
来るならば，それは，どんなに美しくまた恐ろしい景観であろうか。（島
浦 1945: 75，下線は筆者）
　島浦がいう電波の「美しくまた恐ろしい景観」とは，味方による放送の潤
色と，敵による放送の謀略という対照をなす「電波戦」の過酷さを表現して
いるといってよいだろう。そして，ジャワにおける「電波戦」は，まず敵国
や外国からの「恐ろしい」電波を徹底して排除することからはじまったので
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ある。
3-2. ジャワ軍政における段階的放送管理
　ジャワ軍政当局は，ジャワ島上陸から 3 ヵ月後の 1942 年 6 月 16 日に，布
告第 21 号「ラヂオ取締ニ関スル件」を発令して放送と受信機の管理を開始
した（治官報第 1 号 : 7，KAN PO No.1: 3）。同布告の目的は，防諜のために
外国からのラジオ放送の聴取を禁止することであった（第 1 条）。
　ジャワ軍政当局は，インドネシアにおける正規届出済のラジオ聴取者は約
11 万人であり，その聴取者のほとんどが感度のすぐれた高級受信機をもち，
外国からの海外向け放送 8 の受信がきわめて容易とみていた（ジャワ新聞社 
1944: 171）。
　このため，布告 21 号によって主要都市は同年 6 月 30 日，そのほかの地域
は同年 7 月 31 日までにすべてのラジオ受信機所有者に登録を義務づけたの
である。具体的には，ラジオ受信機の所有者は，登録時に受信可能な周波数
を制限し，外国放送を受信できない加工 9 を受けることが示されている（第
1 条）。
　同布告では，発令からわずか 2 週間から 1 ヶ月の短期間にラジオ受信機の
登録を義務づけて（第 2 条）おり，ジャワ軍政にとって海外からのラジオ放
送の電波管理が喫緊の課題であったことがうかがえる。また，登録者は，家
の入り口などの見やすい場所に，軍政当局から交付された登録証を掲示する
ことが義務けられた（第 4 条）。これらの規定に背いた場合や，周波数の加
工を元に戻すなどの行為は，軍律で厳罰に処されることがうたわれた（第 6
条）。
　ラジオ受信機の管理は，すでにラジオを所有している者だけにとどまらな
かった。たとえば，中部ジャワのスラカルタ（ソロ）では，ラジオ受信機の
販売業者と修理業者に，6 月 15 日現在のラジオ受信機と真空管の在庫量，6
月 15 日から 7 月 15 日までの販売済のラジオ受信機と真空管の数，同期間の
ラジオ受信機の修理数，在庫のラジオ受信機と真空管の型式・型番，さらに，
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ラジオ受信機と真空管の販売者・購入者の名前・住所の情報を告知すること
が徹底された（KAN PO No.1: 31）。
　「ラヂオ取締ニ関スル件」の発令以降，ジャワ各地でラジオの取締は強化
されていった。ここでは，いくつかの例をみてみよう。
　西部ジャワの最大の都市バンドゥンでは，1942 年 9 月 10 日にラジオ取締
りに関する告知が出された（KAN PO No.3: 16）。この告知によって，ラジオ
の販売者，購入者または代理人は，まず郵便局に赴いたあとで，市役所のラ
ジオ登録課で登録する方式に変更された（第一条）。そして，登録時には，
いずれも，「販売・購入記録簿」（boekoe ditjatatan djoeal-beli）に両者の署名
と指紋押捺が求められた（第 1 条）。また，ラジオを貸し借りする場合も，
これらと同じ手続きが必要となった（第 2 条）。さらに，購入，交換，借用，
転居などの理由で，バンドゥン市以外から持ち込まれたラジオについても，
新しい付番を記載するために上述のような手続きが義務づけられた。
　中部ジャワの宮廷都市・ジョグカジャカルタでは，1942 年 9 月 8 日に「ジョ
グジャカルタ地域におけるラジオ所有者に関する規定」が出された（KAN 
PO No.3: 20）。同規定では，ラジオ受信機所有者は登録のほか，修理が必要
な場合も侯地事務局ラジオ課から許可を得ることが必要になった。修理につ
いてはさらに細かい規定が設けられ，持ち込まれたラジオ受信機は，侯地事
務局で毎週水曜日 11 時まで保管することになった。
　東部ジャワ最大の都市スラバヤでは，1942 年 9 月 30 日に周波数制限の加
工を受けたラジオ受信機の再検査の告知がなされた（KAN PO No.5: 17-18）。
ラジオ受信機の周波数制限は，既述の布告第 21 号によって所有登録ととも
に義務づけられたが，加工が不十分で海外からの電波を受信できるもの残存
していたため，本告知で再度加工を施すことを求めたものである。
　さらに，1942 年後半のラジオ受信機の管理実態をみていこう。東部ジャワ
のマラン州では，1942 年 11 月 5 日，同州在住のイギリス人，アメリカ人，
オランダ人のラジオ受信機の没収が告知された。また，軍人，民間人問わず，
刑務所収容者は，本人だけでなく家族が所有するラジオ受信機も没収 10 され
「声の占領」にみる帝国のイコン （ 21 ）
ることになった（KAN PO No.7: 15）。後述するように，1945 年 6 月の治政令
第 27 号「ラヂオ放送受信機警戒の件」によって，特別許可を受けた者以外は，
ジャワ全土で一律にラジオ受信機が没収されることになった。しかし，同州
では 1942 年 11 月の段階で一律ではないにせよ，いちはやくラジオ受信機の
没収がはじまっていたことになる。
　また，スラカルタでは，1942 年 11 月からラジオ受信機所有者に，月額 1
ルピアの支援費（uang sokongan）の支払いを義務づけることになった（KAN 
PO No.8: 25）。支払期日は毎月 15 日とされ，延滞した場合は 0.1 ルピアの罰
金が設けられた。
3-3. ジャワ全土におけるさらなる管理強化　
　1943 年に入ると，ラジオ受信機の管理はジャワ全土で一律に強化されるよ
うになる。まず，1943 年 3 月 19 日には治監令第 2 号「無線通信機器同部分
品取締規則」が出された（治官報第 5 号 : 4-5）。同規則は，いくつかの例外 11
が設けられたものの，無線通信機器とその部品の製造・修理・譲渡を禁止す
るものであった 12。
　同規則では，直接的にはラジオ受信機については言及していないが，無線
通信機器の部品として真空管や抵抗が指定されていることから，後のラジオ
受信機の一律管理が予期されているとみるべきであろう。本規則は，ジャワ
におけるさらなる防諜の必要性から，電波管理への厳格な対応のあらわれと
いえる。
　1943 年 6 月 11 日には，治政令第 18 号「ラヂオ取締令」が出された（治官
報第 8 号 : 1）。「ラヂオ取締令」は，ラジオ受信機の登録と周波数の加工（第
1 条）については前年の「ラヂオ取締ニ関スル件」の内容とほぼ同一であるが，
違反者に対する 3 ヶ月以下の監禁または 500 円以下の科料という罰則が関連
法令ではじめて明記された（第 2 条）。そして，「ラヂオ取締令」を実効化す
るために，同年 6 月 12 日の軍政監告示第 8 号によって，全ジャワのラジオ
受信機所有者は，一律に 6 月 30 日までにラジオごとに州県，侯地事務局，
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特別市に届出が表 2 に示した事項の登録が義務化された 13。
　1944 年 1 月 31 日には，軍政監告示第 5 号によって，同年 2 月末まで販売
品をふくむラジオ受信機の譲渡，設置場所の変更が禁止された（治官報第 15
号 : 20）。ラジオ受信機の譲渡や設置場所の変更を1ヶ月間禁止することによっ
て，ラジオ受信機の所有状況の実態を調査する目的があったと考えられる。
　以下は，ジャワ軍政当局者として防諜活動を主導した 1 人である憲兵中佐・
池山靖の見解である 14。
　電波は第四軍中でも花形だ。怪電波の製造や，悪性デマの攻撃は得意
中の得意の手である。而もジャワでは高級ラジオが発達し，少し改造を
加へれば世界のニュースが聴取し得る。厳重な取締りにも拘らず，犯罪
があとを絶たない。適性分子に至つては押入れの床下や屋根裏にラジオ
を隠匿し，放送内容を印刷配布しているものもある。（池山 1944: 58-59
　下線は筆者）
　既述のように，ジャワ軍政ではじめてのラジオ受信機の管理法「ラヂオ取
締ニ関スル件」は，外国放送を受信できないようにするための法制であった。
池山の見解は，1942 年の「ラヂオ取締令」から 1944 年の「ラヂオ取締ニ関
スル件」まで，ジャワ軍政当局が一貫して外国放送を警戒していたことを傍
証している。
　ジャワ軍政におけるラジオ受信機管理の最終的な法令は，1945 年 6 月 13
日発令の治政令第 27 号「ラジオ放送受信機警戒の件」（KAN PO No.69: 9-10）
である。全 9 条からなる「ラジオ放送受信機警戒の件」は，1943 年の「ラヂ
オ取締令」を全面的に改訂するものであった。たとえば，放送管理局長の許
可がない場合，ラジオ受信機の所有を禁止することがはじめてうたわれた（第
1 条）。また，軍政監の命によって所有する，または，譲渡されたラジオ受信
機を没収できることも明記された（第 2 条）。
　罰則もさらに強化され，第 1 条から第 4 条に対する違反に対しては，最高
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で懲役 1 年又は 1000 ルピアの罰金，第 5 条から 6 条に対する違反には最高
で懲役 6 ヶ月又は 500 ルピアの罰金が科せられることになった。
　表 2 はラジオ関連政治犯の懲役年数を示したものである 15。氏名から全員
が西洋人と判断できるが，判決は，「ラジオ放送受信機警戒の件」で定めら
れている懲役年の最高刑期から逸脱し，1 年 3 ヶ月から 7 年となっている。
とくに，判決機関によって懲役年数が異なり，地方法院では 1 年 3 ヶ月から
2 年であるが，軍律会議ではいずれも 7 年と重い。同じリストに記載されて
いるほかの「犯罪」をみてみると，「造言蜚語」（omong kosong）で 2 年（地
方法院）から 3 年（軍律会議），集合・結社（kumpulan）で 5 年（軍律会議）
から 10 年（軍律会議）であったことから，ラジオ「犯罪」に対して軍政当
局が厳しい姿勢を貫いていたことがわかる。
表 2：ラジオ関連政治犯の懲役年数
番号 氏名 判決 判決機関
17 A 2 年 地方法院
18 B 1 年 3 ヶ月 地方法院
19 C 1 年 3 ヶ月 地方法院
20 D 7 年 軍律会議
24 E 1 年 地方法院
25 F 7 年 軍律会議
出典：オランダ国立戦争・ホロコースト・ジェノサイド資料館（NIOD）所蔵 Indische 
Collectie 400-4626 から，筆者が一部改変して作成。
　このように，従前にはない厳しい罰則をもったラジオ受信機の管理令が発
令され，また，実際には法令上の最高刑期を上回る量刑がだされていたこと
から，敗戦が濃厚となっていた戦局のなかで，ジャワの防諜を少しでも保持
しようとする軍政当局の強い意図がうかがえる。
　以上みてきたように，ジャワ軍政による「声」の占領は，まずは法令によっ
てラジオ受信機の段階的管理というかたちで行なわれたのである。
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4. ジャワにおける放送番組の編成方針と内容
4-1. 番組の編成方針
　放送番組の編成方針は，「現地人をして軍政の向ふところを知らしむるは
固より放送番組の編成方針は大東亜戦争の意義目的を認識せしめ，聖戦完遂，
大東亜共栄圏確立に奮起協力せしむる」（ジャワ新聞社 1944: 172）ことに置
かれた。この方針にしたがって，番組は報道，教養，慰安の 3 つの内容が編
成された。
　表 3 は，1944 年 4 月 1 日におけるジャワ島内の放送番組である。これをみ
ると，ジャワ軍政当局の方針にそって，上述の 3 つの内容が番組として実際
に編成されていることがわかる。眼を引くのは，報道番組についてはマライ
（インドネシア）語だけでなく，ジャワ語，スンダ語と 3 言語で放送されて
いることである。くわえて，けっして多くはないが，婦人や子ども向けの番
組も政策されるなど，多様な聴取者に一定程度配慮されていることがうかが
える。
4-2. 番組内容
　表 4 は，ジャワにおけるラジオ放送番組の報道，教養，慰安の内容をまと
めたものである。蘭領東インド時代の NIROM のバタビア放送の番組と比較
すれば，同時代のインドネシア人の放送聴取者の絶対的な少なさが番組編成
に反映していたとしても，日本占領期の方が明らかに番組内容は充実してい
るといってよいだろう。その一方で，番組内容の説明では，日本や枢軸国の
文化中心主義的な表現が際立っている。とくに「教養」については，学校放
送の「講話」で，「大東亜戦争の意義，大東亜共栄圏確立の意義，指導国日
本への知識，米英蘭の罪悪史等」が放送されるなど，皇国史観の鼓吹が目立つ。
しかし，「長期戦下に於ては健全なる娯楽を与へて民心を倦まざらしめ」る
ために，「子供の時間」ではインドネシア人の音楽的才能が先天的に優れて
いると認め，これを番組編成に反映させていた。
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　スラバヤ放送局長の森本勉は，1943 年 12 月 23 日に行なわれた教師たちの
との会合の席上，児童教育に対するラジオの重要性を語っている（Poestaka 
Radio 1944.1.16-1.31: 8-9.）。また，「慰安」でも，音楽のジャンルの豊富さを
南方圏でもっとも恵まれていると評価し，主要放送局は専属の楽団を持って
図 2 のように定時にガムランの生演奏を放送している。
　ここでひとつの疑問が生じる。それは，既述のラジオ受信機の管理強化と，
ここで示した放送番組の充実さとの乖離である。ラジオ受信機は段階的に管
理が強化され，最終的に，1945 年 6 月には事実上ラジオ受信機はほぼすべて
没収されていた。であるならば，ジャワの人びとは，どのようにしてラジオ
放送を聴取したのだろうか。
図 2：ガムラン演奏のラジオ放送
出典：『ジャワ・バル』1943 年 2 月 15 日号，p.17 より転載。
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表 3: ジャワ島内放送番組（ジャカルタ放送局）1944 年 4 月 1 日現在
第一放送番組（115.38M） 21:20
21:30
21:45
22:00
22:30
23:00
24:00
24:25
24:30
報道，解説
マライ語報道
演芸
時報，ジャワ語報道
スンダ語報道
音楽の時間
演芸
ジャカルタ特別市告示
明日の番組予告
休止
07:30
07:40
08:00
08:30
08:45
09:00
09:15
09:45
11:00
11:30
13:00
13:30
14:00
14:15
15:30
17:45
18:00
18:05
18:30
18:45
19:00
19:15
19:30
19:40
19:55
20:30
21:00
放送開始，日本語，音盤
本日の番組予告
ジャワ語報道
ラジオ体操
西洋音楽，音盤
休止
主として婦人向講演又は音楽演奏
コロンチヨン及ガメラン演奏
時報，ラジオ体操，日本語報道
管弦楽
マライ語報道
音楽の時間
休止
日本語，音盤
子供の新聞（ヤサシイ日本語）
子供の時間
マライ語報道
ジャワ語報道
スンダ語報道
音楽
ジャカルタ特別市告示
音楽の時間
歌の稽古（月水金土）
コロンチョン演奏（火木日）
管弦楽
講演
第二放送番組（134.23M）
18:00
18:25
18:30
18:55
19:00
21:00
22:00
22:30
時報，小国民の時間
新聞（時々，ジャカルタ局の告示，
其の他あり）
音楽
番組予告
演芸の時間
国民合唱
時報，報道
引続き演芸の時間
時報，報道
引続き演芸の時間
時報，報道
休止
昭和十九年四月一日改正
出典：『ジャワ年鑑』p.175 より筆者が一部改変して作成。
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表 4：ジャワにおける放送番組の内容
編成方針 内容
報道
△軍政布告その他当局公示事項
軍政下の各人の生活を規律すべき政令その他当局発表を周知徹底せしむる
ため，毎日 4 回約 30 分マライ語を以て反復放送している。
△報道および報道解説
日本語 毎日 1 回 30 分
簡易なる日本語（現地人向） 毎日 1 回 5 分 
マライ語 毎日 3 回 45 分
ジャワ語 毎日 2 回 30 分
スンダ語 毎日 2 回 45 分
報道実施に当つては単なる事実の報道に止めず，多分の指導性持たしむる
と共に，また随時報道解説を行つて，枢軸必勝の信念を注入し，新しきジャ
ワ建設への協力を指導している。
△時報
毎日 3 回 8 時 13 時 22 時 この外実況中継放送或は録音放送を随時実施。
教養
△講演，講座
原則として毎日午前，午後 2 回講演の時間を設けて日本紹介，回教に就て，
戦時下の家庭生活に就てなど放送し，また日本の祝祭日，記念日等にはそ
の日に因む講演を当路者に依頼し，マライ語訳と共に放送している。
△日本語の普及
日本語普及の急務なることは敢て説明の要なく，この主旨に沿ふ放送とし
て次の 3 種を設定してある。
（1）日本語講座 講本を使用し毎週月水金の 3 回各 30 分宛
（2）現地人のための日本語報道 毎週 1 回，5 分間，特に簡易な日本語で編
集
（3）日本唱歌指導 毎週 4 回，各 10 分宛
△学校放送と子供の時間
（1）学校放送
毎月第 1，第 3 木曜日，各 30 分，講話（大東亜戦争の意義，大東亜共栄圏
確立の意義，指導国日本への知識，米英蘭の罪悪史等）と唱歌または童話。
講本は軍政監部内務部文教局にて制作。
（2）子供の時間
平日 1 回。日曜，祭日午前，午後各 1 回。先天的に優れたる原住民の音楽
的才能を利用して，日本の童謡，唱歌等を教へ，童心に新生の喜びと希望
を与えつつ，日本への尊敬，東亜一体感の涵養に努めている。
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慰安
　戦時下に於ける慰安の必要性に関しては多言を要せざるところ，特に長
期戦下に於ては健全なる娯楽を与へて民心を倦まざらしめ，又娯楽を通じ
て正しい情操を養ふこと肝要であるが，此の意味において伝統的芸術たる
ガメラン音楽各種ワヤン等を有し，又新しき形式たるコロンチヨン音楽を
有するジャワは南方圏の各地に比して最も恵まれたる状態にある。ガメラ
ンの伝統を保持助成し，コロンチヨンのややもすれば包合する米国のジヤ
ズの影響を排して之を健全なる音楽へ指導しつつ之等を以て民衆に慰安を
与ふること亦放送に課せられた使命の 1 つである。
　島内各主要放送局は専属の楽団をもち，毎日定時に演奏すると共に適宜
民間の各音楽団体を使つて毎日の番組を作つている。なほ，之等ジャワ音
楽の外に日本音楽と西洋音楽あり，日本音楽については前記の如く主とし
て児童，青年に平易な日本歌曲を指導することによつて漸次日本固有の音
楽を教へ西洋音楽に就ては敵国乃至敵性国作家の作品を排して，日本及枢
軸国作家の作品に限定し，民衆の芸術的教養に資している。但し現在之等
各種音楽放送の実施に当つて主として音盤を使用しているのは諸種の事情
から止むを得ない所である。音楽以外の演芸に関しては，前記各種ワヤン
以外に見るべきものなく，例へば放送劇，物語の如き形式はあるが，目下
のところ台本，演出共に甚だしく未熟で素人の域を脱せず，まづ作者及演
出者の指導養成を必要とする。なほ，慰安放送一般に関しては，啓民文化
指導所と緊密なる連繋を保つている .
出典：『ジャワ年鑑』pp.172-173 より，筆者が一部改変し作成。下線は筆者。
5.「うたを歌う木」の出現―娯楽と「音の風景」の誕生
5-1. 希少な娯楽としてのラジオ放送
　1942 年 7 月に中部ジャワの都市スマランの宣伝班は，同市内 6 箇所にラジ
オ受信機を設置して，住民向けに 17 時半から 24 時までニュースや音楽の放
送を開始したことを告知した（KAN PO No.1: 32-33）。ラジオが設置された 6
箇所のうちの 1 つは，同宣伝部の事務所前であった。宣伝班は，この事務所
前のゴムの木にスピーカーを括りつけ，音声を拡声して住民にラジオ放送や
レコードを聞かせた。これが，後のラジオ塔建設の端緒となったと考えられ
る。では，木に括りつけられたラジオに，住民たちはどのように反応したの
だろうか。『うなばら』紙の記事からみてみよう。
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　宣伝班の事務所前には，12 名の兵隊が手をつないでやっと取巻けるほ
どのゴムの大樹がある。その前に掲示板を拵へたので，市民たちは毎日
詰めかけて読んでいるが，こんどゴムの木の幹の間にラウドスピーカー
を据付けた。そして，ラジオとレコードを木の中から聞かせたところ，
市民たちはラウドスピーカーが見えないので「木がうたを歌ふ」と大騒
ぎ。噂を聞いて我も我もと集ってきたので，今ではスマラン市の名所の
1 つになってしまった。露店商人も大繁盛で，夜になると鬱蒼と茂った
ゴムの大樹の下に胡坐をかいた群集は南十字星を仰ぎながら放送に聞き
惚れている。（『うなばら』1942.7.14，下線は筆者）
　スマラン市の住民たちの，木に括られたスピーカーから流れてくるラジオ
やレコードの音に対する驚愕は，地方や農村でラジオがいかに希少であった
のかを如実に物語っている。スマラン市は中部ジャワ最大の都市であり，宣
伝班の事務所が同市の中心部にあったことからすると，この記事で紹介され
ている「都市」近隣の住民でさえもラジオやレコードの音を「木がうたを歌う」
との表現は，ジャワにおけるラジオの希少性をあらためて浮き彫りにしてい
る。
　次に，スマランでの「うたを歌う木」の反響を受けて，バタビアでも同じ
こころみがなされたことを報じる同紙の記事をみてみよう。
　スマランに街頭ラジオが出現して『うたを歌ふ木』と原住民を驚かし
ていると思ったら，こんどはバタビアにも現れることになった 16。これ
は市指導部の肝入りで市内 40 箇所に据付けられるもので，場所もラジ
オ購入の余力の無いカンポンを中心に選び電波を通じて流れ出す軍の布
告や人員募集，戦況説明や解説をこれらの住民にも徹底させる一方，旧
蘭印時代にただ圧政下に喘ぐばかりで何等の娯楽も与えられなかった人
たちに健全な慰安をも与えようといふのである。（『うなばら』1942.7.15 
下線は筆者）
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　バタビアの記事で注目されるのは，「うたを歌う木」の設置の目的が，布
告や人員募集など，軍政の告知の手段としてだけでなく，住民への娯楽とし
ても位置づけられていることである。軍政の告知やプロパガンダという「権
力の声」と，住民のための「娯楽の声」という位相がまったく異なる「声」
がラジオから流れることになったのである。
　スマランからはじまった「うたを歌う木」の反響は，ジャワ全土でのラジ
オ塔建設へとつながり，1944年2月にその数は約1,500台にまで拡大した（ジャ
ワ新聞社 1944: 174）。
図 3：ジャワのラジオ塔
出典：日本映画社ジャカルタ支社，1945，“Kesehatan Badan”（『身体の健康』），The 
Netherlands Institution for Sound and Vision 所蔵（Task ID No.119685）から，筆者が
キャプチャして転載。
　ジャワの軍政当局はラジオ塔の建設意義を以下のようにみていた。
　旧蘭領時代，ラジオは単なる有産階級の娯楽施設に過ぎなかったが我
が軍の統治下に入るや直に軍政布告其の他にラジオを利用すると共に之
が一般聴取を企図してラジオ塔の建設，学校放送の開設などを行なって
きた。（ジャワ新聞社 1944: 174）
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　既述のように，蘭領東インドにおける 1940 年のラジオ所有率は全人口の
0.17% に過ぎなかった。この数字をインドネシア人に限定してみれば，その
比率はさらに小さくなる。したがって，ジャワ軍政当局がラジオを「有産階
級の娯楽」と評価することはラジオ受信機の所有台数の実態からみても当然
といえる。
　では，スマランの「うたを歌う木」が嚆矢と考えられるラジオ塔の設置は，
ジャワの住民たちにどのような影響を与えたのだろうか。 「戦前・戦中期を
通じ外務省きってのインドネシア専門家」（後藤 2009: 5）で，ジャワ軍政に
領事待遇で勤務した三好俊吉郎は，以下のように述べている。
　占領そうそう時代ではいっさいの慰安娯楽機関が停止されていたの
で，簡単な宣伝宣撫用の放送も一般住民には当初相当受けたようである。
とくに音楽の好きなインドネシア人には，軍歌や哀調的な日本の流行歌
はひじょうにも大いに流行した。（三好 2009: 66）
　三好が指摘しているように，ラジオ塔建設による「うたを歌う木」の出現は，
ジャワ軍政下での数少ない娯楽を住民たちに提供することになった。まして，
ラジオは蘭領東インド時代から高価で希少であり，インドネシア人でラジオ
を所有するものはきわめて少なかった。そして，日本占領期においてはラジ
オ受信機の厳しい管理が行われた。このようなラジオをめぐる歴史を経て，
「うたを歌う木」の元で住民たちはラジオから流れる音に耳を傾けた。ラジ
オの聴取が娯楽として受容され，広く共有されたのはジャワの人びとにとっ
て歴史的にはじめてのことであったといってよいだろう。
　三好の「簡単な宣伝宣撫用の放送も一般住民には当初相当受けた」との指
摘は，宣伝宣撫というけっして娯楽とはいえない内容も，ラジオにはじめて
接する住民，とりわけ，「うたを歌う木」との直裁だが想像力豊かに驚きをもっ
てラジオ塔を表現した住民たちにとっては「娯楽」になりえたことを示唆し
ている。ラジオに接するのが珍しく，娯楽がほとんどなかったジャワの大部
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分の住民たちにとっては，軍政の告知やプロパガンダという「権力の声」さ
えも「娯楽の声」に変質していたのである 。
5-2. 「音の風景」の誕生
　インドネシア人慣習学者のスポモは，第 6 回旧慣制度調査委員会（1943 年
2 月 5 日開催）で，ジャワにおける非識字者の割合を統計では 94.5 パーセン
トであると発言している（旧慣制度調査委員会 戸田復刻 第 6 回 : 6）。また，
朝日新聞から出向し，ジャワ新聞社社長に就任した鈴木文四郎は，ジャワの
識字率について「此の五千万ノ大衆ノ中文字ノ読メルモノガ三分トカ四分」
と発言している（旧慣制度調査委員会 戸田復刻 第 6 回 : 5）。
　非識字者が大部分を占める当時のジャワの多くの住民にとって，日常にお
けるコミュニケーションは，「リテラシィ」ではなく文字通りの「オラリティ」
の世界，つまり，人と人との肉声の交換のみによって可能であった。ジャワ
社会において，「オラリティ」とは，こんにちでいう「リテラシー」の反対
称ではなく，唯一無二のコミュニケーションの方法・あり方であったといえ
る。
　ジャワ宣伝班長を務めた町田敬二も，ジャワにおけるラジオの有効性を「放
送は元来無色のものである。が，その宣伝媒体としての強度は，新聞，映画
その他のマス・メディアに比べて，ジャワでは断然トップに立つ威力を発揮
した」と述懐し，その理由をジャワの住民たちの大部分が非識字者であった
ことに求めている（町田 1967: 214）。
　ふだんのコミュニケーションを成立させた唯一の媒体である肉声は，当時
のジャワではその場で機械的に拡声することは日常的に不可能であった。こ
のため，肉声が届く範囲はおのずと限定されていた。オラリティによるコミュ
ニケーションを可能にしていた条件は，何よりも話者間の声が相互に聴取可
能な距離の近接性であった。この近接性がいかなるものであったのかは，ジャ
ワで行なわれていた地域住民たちによるロンダとよばれた夜警で，巡回を知
らせる合図としてなぜ拍子木が用いられたのかを考えてみればいい。
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　以下に，ジャワ軍政当局が実施した農村実態調査の報告書から，ロンダと
拍子木についての記述を示す。
　まず，東部ジャワのマラン州マラン県での調査報告書では，ロンダの情景
が次のように紹介されている。
　各戸ヨリ，戸主二名宛ガ毎夜交替ニテ出動ス，但シ女戸主ノ家ハ當番
日ニ五銭ノ現金ヲ拂イテ免除サル。事故アラバトンヽ（木鐘）ヲ連打シ，
區民ニ知ラセ，カンポン内總出動ニテ事故現場ニ集合ス。（寺内
[1944]1995:49-50，下線は筆者）
　次に，西ジャワのボゴール州スカブミ県での調査報告書には次のような説
明がある。
　夜 10 時ヨリ翌朝六時迄（ジャワ地方時）勤メ，ソノ間 4，5 回部落内
ヲ巡視シ，直接或ハ間接盗難，火災及ビ風紀等ノ取締ヲナス。巡視中ハ
絶ヘズ手堤鳴子板ヲ打チ鳴ラス。（上野 [1944]1995:234-235，下線は筆者）
　この 2 つの記述から明らかなように，ロンダでは合図として比較的遠方に
も音が達する拍子木が鳴らされたことがうかがえる。つまり，当時のジャワ
では「声」とは唯一のコミュニケーション手段でありながら，話者間の距離
の近接性によってのみ成立し，かつ，一過性で再現不可能な媒体であった。 
　このような，もっぱら人びとの間の直接的なオラリティによって成立して
いたジャワの人びとのコミュニケーションに，「うたを歌う木」の出現はい
かなる影響を与えたのだろうか。町田は，「うたを歌う木」について，以下
のように回想している。
　（前略）村の広場にラジオ塔を設置して活用した。戦前にはなかった
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このラジオ塔は，現地人に「声の鳴る木」と呼ばれて，大好評だった。
熱帯の夕暮れどき，その声や音楽を，広場に群れて聞く民衆の姿は，い
かにも楽しそうだった。（町田 1967: 219，下線は筆者）
　アラン・コルバンは，19 世紀のフランスの教会の鐘の音が地域社会に聴覚
空間，「音の風景」を誕生させ，共同体のアイデンティティが醸成されていっ
たことをあとづけている（Corbin 1994=1997）。また，齋藤桂は，アラン・コ
ルバンの議論を援用して，ラジオから流れる戦時下の時報や防空警報が日本
の地域に「共同性をうみだす音風景」（齋藤 2017: 178-）をつくりあげたと述
べている。同じ日，同じ時刻に同じ音・番組がながれる共時性は，聴衆のな
かに共同体的な感覚をつくりあげていったと考えられる。
　ジャワ軍政当局は，ラジオ塔を意識的に「カンポン，パッサル等民衆の集
合し易い地点」（ジャワ新聞社 1944: 174）に建設した。アラン・コルバンと
齋藤の議論を本稿に引きよせていえば，ラジオ塔の建設によってジャワ各地
の地域社会にも，ラジオ受信機から流れる音声を媒介とする「音の風景」が
現出し，そこに集う人々の新しい社会的動線がつくられたといえる。
　むろん，ラジオ塔が建設される以前にも，ジャワの人びとのあいだで社交
の機会は存在した。ここで再度，ロンダに注目してみよう。ロンダは，夜警
以外にも地域社会における社交や情報交換としての機能も担っていたからで
ある。西ジャワのボゴール州スカブミ県を調査した上野福男は，ロンダが行
なわれる光景を次のように描写している。
ロンダハ一面夜間ノ涼味アル間男子多数参集シ語リ明カス一種ノ社交場
タルノ観アリ。話尽クレバサロンニ身ヲ包ミテ睡ヲ得ル気候ナレバ，内
地ニ於ケル寒中夜警トハ大イニソノ趣ヲ異ニス。平穏ニシテ楽シキ勤務
ト称シテ可ナラン。（上野 [1944]1995:234-235，下線は筆者）
　「一種ノ社交場タルノ観アリ」や「平穏ニシテ楽シキ勤務」という上野の
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描写からは，ロンダが近隣社会のおもに男性住民間の情報交換や社交の場と
しても機能していたことがうかがえる。
　上野の報告から，ロンダがジャワの地域社会で，おもに成人男性間の社交
の機会をつくりだしていたことはほぼ間違いないと考えられる 17。しかし，
それが，話者間のオラリティを前提とするコミュニケーションによって成立
していたことには変わりがない。また，ロンダは基本的に農村社会での社会
慣行であり，都市ではあまりみることができなかった。さらに，夜警という
性格上，参加者の大部分は成人男性であり，女性や子供たちの関与はほとん
どなかった。したがって，ロンダによる社交の範囲はおのずと限定される。
それに対して，ラジオ塔から流れる音声を媒介とする音の風景は，必ずしも
成人男性に限らない幅広い社会層の人びとの社交の機会を提供することを可
能にした。
図 4：ラジオ塔周辺に集うジャワの地域住民
出典：『ジャワ・バル』1945 年 7 月 15 日号，p.8 より転載。
　図 4 は，放送管理局の職員・ストモの「ラジオと国民」（Radio dan 
Masjarakat）と題する論説が『ジャワ・バル』誌に掲載されたときに付され
た写真である（『ジャワ・バル』1945 年 7 月 15 日号）。写真には，ラジオ塔
のもとに，年齢や性別が異なるジャワの住民たちが集う光景が写っている。
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この写真が示唆するものは，2 点である。1 つは，ラジオ塔を結節点とする
人びとのコミュニケーションの場が新たにうまれたことである。そして，2
つは，さまざまな社会層に属する人びとが，娯楽を求めて「うたを歌う木」
の周囲に集い，従前には存在しなかった話者間のみのオラリティを越えた新
しいコミュニケーションを実践したと考えられることである。
　軍政下の厳しい放送やラジオ受信機の管理の一方で，「うたを歌う木」が
可能にしたラジオ鑑賞という希少な娯楽は，プロパガンダという「権力の音」
を通奏低音としながらも，ジャワの社会に新しいコミュニケーションの場と
機会をつくりだしたのである
図 5：ラジオ塔（左端）から流れるインドネシア独立承認のニュースを聞く
住民たち
出典：『ジャワ・バル』1944 年 9 月 15 日号，pp.22-23 より転載。
6. 結論
　日本占領期ジャワにおける放送管理は，防諜のために段階的にラジオ受信
機の管理を強化した。そして，最終的にはラジオの所有を著しく制限し，事
実上，これを没収することで外国放送の受信を徹底的に排除し，情報の統制
をはかった。しかし，これらの厳しい放送管理を実施する一方で，ジャワの
軍政当局は「うたを歌う木」とよばれたラジオ塔を住民たちが多く集う場所
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に建設し，報道のほか，教養や慰安を目的とする番組を編成し，放送した。
この共同聴取という形でのラジオの普及は，外国放送や敵性放送の受信をあ
らかじめ排除することを担保しながら，希少な娯楽を住民たちに提供するこ
とを可能にした。この結果，ジャワの住民たちは，蘭領東インド時代の日常
生活のなかでほとんどふれたことのないラジオから流れてくる「音」と「声」
を，頻繁に聴取する機会を得た。
　オラリティとリテラシィにみる人間の心性の相違を論じたウォルター・オ
ングは，オラリティが，人びとのあいだに集合性，一体性，共同性をつくり
だしてきたと述べている（Ong 1982=1991: 157）。ラジオ塔から流れてくる「音」
と「声」に住民たちは娯楽を求めて集った。この同じ時間に，同じ「音」と「声」
に耳を傾ける住民たちの共時的な実践は，従来にはない新しいコミュニケー
ションの可能性を開いた。それは，ラジオの「音」と「声」が媒介する住民
のあいだのコミュニケーションである。
　日本占領期ジャワにおけるラジオ受信機の厳格な管理と，ラジオ塔の建設
による放送の普及という「声の占領」は，ジャワの各地で帝国を表象するイ
コンをうみだした。それは，「うたを歌う木」とよばれたラジオ塔と，ラジ
オの「音」と「声」が媒介する新しいオラリティによるコミュニケーション
である。前者は可視的であり，後者は不可視的である。ジャワ軍政当局による，
両者の位相の異なる帝国を表象するイコンは，近代的な音響メディアである
ラジオ技術を十全に駆使できる学知をもつ帝国の「声の占領」によってつく
りあげられたのである。
　ジョナサン・スターンは，音響メディアの研究では，聴覚は視覚と比較し
て近代性のなかで無視されてきた感覚であったと述べている（Stern 
2002=2015: 15）。しかし，本稿でみてきたように，ラジオから流れた「音」
と「声」という聴覚は，たしかにジャワの人びとに帝国のイコンを提示した。
今後は，このスターンの指摘を導きの糸として，日本占領期のジャワにおけ
る放送政策だけでなく，じっさいに放送されたラジオ音源を「テクストの外
部の文脈」（小林 2009 :86）に注意を払いながら分析することを課題としてあ
（ 38 ）
げたい。
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注
1　 植民地期の朝鮮におけるラジオ聴取者については金の研究がある（金 2006）。
2　 日本軍政当局が制作したプロパガンダ映画については，倉沢愛子の周到な研究が
ある（Kurasawa 1987; 倉沢 1989,1992,2009）。
3　 ジャワにおけるアマチュア放送局については，ヘリー・マルディアントとアント
ニウス・ダルマントの共著に詳しい（Mardianto and Darmanto 2001）。
4　 図 1 は，日本のジャワ軍政が開始されて間もない時期の住所録に掲載された広告
である。ラジオ相談所は，日本国内のラジオ相談所指定規程およびラジオ技術者検
定規程によって営業を許可された。日本では，時局にともなってラジオ施設が激増し，
ラジオ業界による保守サービス態勢を強化する必要に迫られていた。指定店は「日
本放送協会指定ラジオ相談所」の標札を掲示することが許された。本広告の「スーパー
ラヂオ相談所」は，記載されている住所から，バタビアのスネンで営業していたと
思われる。オウムとラジオのイラストとともに「ラジオに欠かせないあなたのお店。 
100 パーセント満足」とのキャッチコピーがインドネシア語で添えられている。
5　 同要領によれば，まず，第一次としておもに海外・対敵・対内放送のために，1942
年 10 月末までにシンガポールに 50kW 短波，マニラに 10kW 短波，ラングーンに
10 ｋＷ短波の放送施設の建設が計画された。次いで，第二次としておもに占領地の
住民と局地放送のために，1943 年 2 月末までに，シンガポールに 10kW 中波，マニ
ラに 10kW 中波，ラングーンに 10 ｋＷ中波の放送施設の建設が計画された。さらに，
第三次として，第一次，第二次建設計画後に，小電力の中波と短波によるおもに占
領地の住民と連絡用のための放送施設の建設も計画されている。同要領にインドネ
シアの放送施設の計画が示されていない理由は，当地では戦争による既存施設の破
壊が少なかったため，新しい放送施設の建設は不要であり，戦争前の原状回復が妥
当と判断されたためであった（陸軍省報道部 1942）。
6　 各放送管理局の概要については，佐藤の論考を参照（佐藤 1975）。
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7　 島浦ほかジャワ各地の放送管理局の職員の氏名・役職は，佐藤勝造の論文を参照（佐
藤 1974 ）。また，島浦の名前は，爪哇軍政監部が発行していた電話番号簿（爪哇軍
政監部 1943: 33）からも確認できる。
8　 高名な馬来語学者の宮武正道も，ラジオ受信機が短波放送を受信できるものであっ
たため，戦前のインドネシアではベルリンや東京からの放送も受信することができ，
インドネシア人知識層は東京からのオランダ語放送だけでなく，台北からのマレー
語ニュースを聴いていたと述べている（宮武 1942: 22）。
9　 この段階では，ラジオ受信機の放送波長帯をふくむ受信機の波長帯のみに波長切
替スイッチを固定する封印を施した（ジャワ新聞社 1944: 174）。アラブ系インドネ
シア人の有力者で，戦後，インドネシア共和国情報副大臣を務めたアブドゥルラフ
マン・バスウェダンは，所有していたラジオの封印を破ったため，外国放送を傍受
していたと憲兵隊に疑われた。このためバスウェダンは，ジャワ奉公会中央本部長
のスカルノに助力を求め逮捕を免れたと，バスウェダンの夫人が証言している（Arsip 
Nasional Republik Indonesia 1988: 29-30）。
10　同様の処置は，ジョグジャカルタでも実施された（KAN PO No.7: 19）
11　例外は以下であった（治官報第 5 号 : 4）。
1. 放送聴取無線電話の受信機ニシテ周波数 3,000「キロサイクル」（1,000 メートル）
乃至 550「キロサイクル」（545.4 メートル）ノ範囲ニ限リ受信シ得ルモノ。
2. 軍事上ノ用ニ供スルモノ。
3. 軍政監ニ於テ指定又ハ許可シタルモノ。
12　 ジャワ放送管理局長の苫米地貢は，航空戦の苛烈化にともなう電波兵器の必要性
について論じている（苫米地 1945）。苫米地は，日本放送教会の設立に携わった 1
人で，当時の日本を代表する無線技術の専門家であった。無線通信機器とその部品
の管理が強化された理由は，来るべき電波兵器戦に備えた措置ともみることができ
る。
13　 放送局がある地域では，放送局でも登録が可能とされた（治官報第 8 号 : 5-6）。
14　 池山は当時の戦況を「皇国浮沈の瀬戸際」（池山 1944: 59）と述べている。池山の
この文章が掲載されたのは 1944 年 12 月であった。このことから，防諜を推進する
当局者の池山本人も，この段階ですでに日本の敗色が濃厚であったことを認識して
いたとみてよいだろう。
15　 本原資料には実名が記載されているが，本稿では匿名とする。本史料には判決の
年月日の記載がないため，いつの段階で判決がなされたのかを特定することはでき
ない。しかし，本史料は，ラジオ「犯罪」を犯した者がじっさいに逮捕されて判決
を受け，刑務所に収容されたことについては証明できるものである。さらに，別の
史料では，造言蜚語と敵国放送傍受の罪名で無期懲役の判決を受け，バンドゥンの
スカミスキン刑務所に収容されたユダヤ人がいることも確認できる（NIOD 400-
4626）。
（ 40 ）
16　 バタビアにおける 40 機のラジオ塔は 8 月 6 日に設置工事が完了した（『うなばら』
1942.8.7）。
17　 さらに，上野はジャワ新聞の記事でもロンダについて以下のように述べている。
　　ロンダは皆好んでやる。ルマ・ロンダ で老人が色々昔語りをし，若者が傾聴し
ているなどは村の社交場としてほほえましい風景である。（『ジャワ新聞』1943 年
12 月 4 日）
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書写教育における個性への視座
―高校への書写延伸の観点から
吉　田　　悟
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　おわりに
はじめに
　平成 30 年に告示された高等学校の学習指導要領では，国語の枠組みが大
幅に変更されている。この中で特に注目されるのが，以前より方向性が示さ
れていた中学校書写の延伸が，現在の「国語総合」の内容を，「現代の国語」・
「言語文化」と二つに分けた中の各々の「書くこと」に明記されたことであ
ろう。この明記は中高大の円滑な接続を図ろうとする大きな教育の流れを受
けたものではあるものの，書写教育，国語教育に関わる人たちにとっては軽
く見過ごすことのできない変化と言える。
　翻って手書き文字という観点で，教育から社会全体へと目を転じた時に，
手書き文字は近年大きい変化の波を受けていると言えるであろう。まずはス
マートフォンやパソコンなどの電子機器の普及や情報のデータ化の波であ
（ 46 ）
る。この波は手書き文字にとっては非常に大きい波と言ってよく，この波に
よって手書き文字は社会から大きく減退を余儀なくされたと言っても過言で
はないであろう。
　そして，手書き文字のデザイン化の波である。これは文字のデザイン性の
発展・成熟によって，私たちが日常的に見る文字のデザイン化が進んだこと
である。こうした傾向は近年の高校生を主体者として持つパフォーマンス書
道の流行とも歩調を合わせていると言えよう。尤もこの第二の特徴は，第一
の手書き文字の非日常化も契機になっている可能性が指摘できる。すなわち，
手書き文字が私たちにとって非日常的になったが故に，われわれ受容者が手
書き文字に求めるものが変化してきているという視点である。
　そして，今後大きな波として予測されるのが外国人移住の波である。最近，
政府は外国人の労働力確保のため，入管法の改正を行った。この流れは近年
増え続けている外国人の移住の波をさらに加速させていくと予想される。こ
れは日本語の主体者・受容者の変化を起こすとともに，必然的に手書き文字
の主体者・受容者の変化を起こし，それを担う教育においても漸進的に大き
な変化を起こすことが予測される。
　こうした社会的な状況を俯瞰した上で，改めて教育での文字の手書きの機
会を見ると，そこでは依然として手書きによる文字の筆記活動が，学習活動
の基盤となっていることが伺える。小学校そして中学校を貫く「書写」にお
ける「正しく整えて書く」ための技能の習得は，一つの側面としてこうした
学習活動の基盤となる手書き文字の整斉さに関する技能の習得を目指してい
るものであると，ひとまずは言えよう。そして中学校書写においては，この
技能はその後の社会生活での発展的な活用が期待されるものとなる。
　ただ，教育現場での実際の感覚では，手書き文字は特に小学校の高学年以
降からは個性が表出され，中学校・高等学校と児童・生徒の個性の変化とと
もに様々な変化を示していくと考えるのが一般的であろう。併せて，上記で
確認したような社会的な状況を俯瞰した時に，書写の「正しく整えて書く」
という文字の整斉さを主眼とした学習において，単なる整斉さのみを追求す
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る学習に終始して良いのかという疑問は今後強まっていくことが予想され
る。特に今回，高校への書写の延伸が企図されたことを鑑みた際に，こうし
た指導の方向性にもう一度視座を与える必要があるのではないかと考えられ
る。
　一方，手書き文字に表出する個性についての論考は当然これまで様々な観
点から行われてきており，特に近年の手書き文字を取り巻く環境の変化を反
映するかのように，徐々に積み上げがされてきていると言える。本稿ではこ
うした流れを前提とした上で，特に高等学校への中学校書写の延伸から見え
る，書写教育における個性の捉え方について，視座を提供することを試みた
い。
１　高校への延伸の内容
　新しく告示された高等学校の国語の学習指導要領では，現在の「国語総合」
が「現代の国語」と「言語文化」に分けられ，各々の「書くこと」において，
「『Ｂ書くこと』に関する指導については，中学校国語科の書写との関連を図
り，効果的に文字を書く機会を設けること」と記されている 1。
　この「効果的に文字を書く機会」の内容について，学習指導要領の解説を
紐解くと，まず「現代の国語」については，「身の回りの多様な表現に関心
をもちながら，字形を正しく整える能力，配列などを整える能力，速く書く
能力，楷書や行書を使い分ける能力など，中学校までに身に付けてきた書写
の能力を総合的に発展させ」ることと示されている 2。
　これらを小中学校の書写の系統に従って整理を試みると，主に小学校にお
いて学習されてきた，文字の整斉さや配列などに関する事項，それを基盤と
して小学校高学年，そして中学校で意識された速く書く技能が第一段階とし
て踏まえられ，次に速書きと表現効果としての行書の学習，そしてそれを契
機に展開される多様な文字文化への理解が第二段階として踏まえられている
と言えるであろう。
（ 48 ）
　次に「言語文化」においては，「書くことに臨む姿勢や相手への思いが書
かれた文字から伝わることを背景に文字文化が受け継がれてきたことを踏ま
えて，効果的に文字を書くことの意味や価値を理解することが大切である」
と，「文字の変化」への理解を書写との関連で位置付けるとともに，「様々な
書式のきまりや，相手や目的に応じて書くことの大切さを学習する」ことに
より，「文字文化の担い手としての自覚をもつこと」が示されている。
　これらの事項は主に「言語文化」が古典から近代の国語の領域の学習を範
囲としていることが推察されることを踏まえると必然的な関連の図り方とも
言えよう。これを再び小中学校の書写の系統で整理を試みると，はじめに行
書の学習から発展的に行われた多様な文字文化への理解から，中学校の学習
指導要領解説で示された文字文化の二面性の緊密な発展性を理解することが
第一段階として意図され 3，次にこれら中学校書写全体の内容を総括して，「相
手意識」「目的意識」を踏まえた文字文化の担い手としての，より自覚的な
姿勢が書写との関連で意図されていると言えよう。
　行書学習から多様な文字文化への理解，そして文字文化の担い手としての
自覚に至る中学校書写の系統については，新しい学習指導要領で深まりを見
せた内容であり，今後の教材の内容や実際の学習がどのように結実していく
のかは未知数と言ってよい。この行書学習から展開される文字文化の観点で
の高等学校への書写の延伸については，それ自体で多くの課題と可能性をは
らんでおり，これについてはまた稿を改めることとしたい。
　その上で，生徒の学習活動における日常の手書き文字に関しては，前稿で
確認した通り行書がその選択肢となる可能性が低いことから 4，取り立てて
行うような特異な例を除きほとんど楷書によって行われることが予想される
であろう。そうなれば，特に文字の整斉さを主眼とした「正しく整えて書く」
能力が，高等学校への書写の延伸の中は大きく生徒に影響を与える事項とな
ると言えるであろう。
　先の書写の系統の整理で触れた通り，この整斉さを主眼とした学習は小学
校書写で集中的かつ系統的に学習が意図されている内容である。姿勢や持ち
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方，点画の書き方や点画の接し方・筆順から始まり，漢字の部分の組み立て方，
ひらがな・カタカナとの調和，行の中心や配列，筆記具の選択による表現効
果の追求など，特に小学校においては毛筆を取り立てて学習することと関連
付けられて行われている内容となる。
　中学校書写では，新旧いずれの指導要領においても，この小学校書写の文
字の整斉さについての学習の内容の確認が第一学年で行われることとなって
おり，小学校書写から中学校書写そして高等学校へと一貫するこの文字の整
斉さに関する学習の内容とその方向性は，大きなテーマとして横たわってい
ると言っても過言ではないであろう。
　そこで冒頭で述べた通り，この文字の整斉さの学習にとって大きな課題と
して浮かび上がってくるのが，手書き文字に表出する個性とどのように向き
合い，どのように取り扱っていくのかという問題となる。よって次項では，
ひとまず手書き文字の個性に関するこれまでの論考を整理することとする。
２　手書き文字の個性に関する研究
　
　手書き文字に表出する個性に関しては，これまで様々な観点から論考が行
われてきている。それらの中で注目されるのが，まず押木秀樹氏による一連
の研究であろう。押木氏による論考は，ここでは二つの流れに分けて整理を
することとする。なお，本稿で取り上げる論考については便宜上通し番号で
明示することとする。
　一つの流れは（1993）① 5，（1997）② 6 など手書き文字に関する基礎研究
の類である。
　①の論考において，押木氏は「手書き文字研究においては，現実に書かれ
た文字ばかりを研究対象とするのではなく，書字・認識の過程を研究対象と
すべき」とし，書字・認識それぞれの過程における記憶形・実現形という運
用過程を示す。その上で手書き文字研究の方法論として手書き文字研究の一
つのモデルを提示し，そのモデルの対象が「条件・要因となる場合もある」
（ 50 ）
として，書字・認識主体に関する条件を「間接的条件（要因）」と「直接的
条件（要因）」に分けて分類している。
　このうち「間接的条件（要因）」としては，「主体に関して」（生理的な条件・
心理的特性・心理状態に関わる条件・社会的な条件），「社会的条件に関して」
（教育・政策・周辺の文字など），「書字条件に関して」（習得過程・具体的環境・
書字目的など），「認識条件に関して」（習得過程・待遇・認識目的など）を
挙げ，「直接的条件（要因）」として「過程」（姿勢・持ち方・筆圧など），「実
現形」（点や線・文字列・配列・濃淡など），「その他」（書字読字意識・筆記
具など）を挙げ，これらの条件・要因・差異の構造を図示した。このうち，「生
理的条件」としては，年齢・性別・運動能力・利き手・視力・知能などを挙
げており，ここで問題となる児童・生徒の個性とは最も関連性が高い要素と
なろう。
　②においては，手書き文字の要素を「機能的要素」（書きやすさ・読みや
すさ・覚えやすさ），「非機能的部分を含む要素」（個性・美感など），「その他」
（簡便さ・伝統）と分類し，この中で特に「書きやすさ」「読みやすさ」の視
点から個人の手書き文字字形の成立過程のイメージを「習得」と「変形」に
分けて示し，「習得」においては「意図的学習」と「非意図的学習」を挙げ
てそれらの諸要因を分析する。　
　この二つの論考の基本的な構造は手書き文字を取り巻く環境が大きな変容
を遂げている今日においても適用・応用が可能であり，手書き文字の構造を
検証する上で示唆に富むものと言えよう。なお，後者の視点に前者の主体か
らのベクトルを加味して，個性などの非機能的要素も含めた構造とすると，
より立体的な手書き文字の捉え方となるであろう。
　もう一つの流れは，押木氏が「パラランゲージ的要素（非言語的要素）」
と呼ぶ，手書き文字の言語的要素に付帯して伝わる非言語的要素に関する論
考（2010）③ 7，（2013）④ 8，（2016）⑤ 9 である。もともとこの「パラランゲー
ジ言語（パラ言語）」は，音声言語の分野の単語であり，言語の伝達にとも
なう言語そのもの以外の声質や表情といった諸要素を指したものであるが，
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押木氏はこれを文字言語にも同様の要素がある可能性を指摘し適用を試みて
いる。
　押木氏はこの手書き文字の「パラランゲージ的要素」によって伝達される
内容の可能性について，書字者と受容者の視点から論考を加えた上で様々な
実験を行っているが，これらの実験によって得られている結果は示唆に富む
内容が多い。
　例えば「好きという気持ちで書いたものがプラスの印象で伝わる」ものが
多いことや，均整の取れた字は概ね気持ちを込めて書いているように受け取
られる傾向がありつつも，「フレンドリー因子」との関係から「いわゆる手
本のような字形であることだけが，手書き文字の価値として重要なわけでは
ない」こと，字が苦手な人な人も字の大きさなど配列を工夫することで印象
が変化するなど，手書き文字の「パラランゲージ的要素」の観点から，手書
き文字がコミュニケーションに及ぼす影響や書写指導の方向性に新しい視点
を提供していることが注目される。ただ，（2012）⑥ 10 では，手書き文字に
気持ちの無意識の表出が認められることを指摘しつつも，被験者である小学
校の児童に「気持ちの込め方が分からない」という意見のあることは，手書
き文字の個性への視座として，表現を指導事項としていない書写の学習にお
ける個性の対象が，児童の成熟・習熟度を加味して，あくまで自然ににじみ
出る個性となることを示唆している。
　押木氏は（2005）⑦ 11 で「生徒の持つ『書写能力』は，小中学校学習指導
要領の意図するところの言語を伝わりやすくする要素だけではなく，非言語
的要素を含むものとして捉えることが，現代において重要なのではないだろ
うか」と指摘する。そして具体的に「生徒が手で書いた文字，そこに一人一
人の差があり，それを認めあうところから活動をスタートさせることができ
ないか」とし，「それ自体が『個を認め合う力』として現代に必要な一つの
学力であり，次の段階における鑑賞にもつながるはずである」と，手書き文
字の個性への視座の重要性を指摘しつつ、それが，書写から高等学校芸術科
書道への円滑な接続にも有効であることを示している。この観点は高等学校
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へ書写の延伸が企図された今日，より重要な提起として浮かび上がってくる
であろう。
　次に松本仁志氏による一連の論考が挙げられる。まず（2000）⑧ 12 におい
ては，「書写教育は，手書き文字の個性の教育へも視点を向けなければ，時
代的要請の変化についていけないと考える」と指摘した上で，長らく日本の
書写教育に向けられてきた批判として「手本絶対主義」を挙げている。
　松本氏はその結果生まれる書写教育での弊害を「字形の構成原理や筆使い
についての理解が一般化されていない」，「それによって評価方法が曖昧にな
り，似ているかいないかという点だけが評価の基準とされたりする」，「結果，
手本を頂点とした序列意識を生み，劣等感を醸成する」，「文字感覚が画一的
になる」と導き出している。
　これらは今日の書写教育の場においても，拭い去れていない問題点を内含
していると考えられるが，松本氏がいうように，当然「このような在り方は，
手書き文字の規範性の教育のあり方とは異なる」ものである。そしてその本
来的なあり方への出発点として「書写教育の規範性は，いわゆる手本の字形
を至上のものとしていない」，「つまり規範的字形にも振幅の幅があることを
前提とする考え方」であるという根本的な理解の必要性を提示する。
　その上で松本氏は，「手書き文字の個性の教育の目的・目標は，規範に関
する教育目的の延長線上に発展的な位置づけとして考えていくべき」と述べ
べているが，これは今日の書写教育の位置付けの中における個性の捉え方と
しては適切な観点といえる。よって本稿での書写教育における手書き文字の
個性の捉え方は当然この前提に立ち，先の押木氏⑥での示唆も踏まえ，手書
き文字における意図的な個性の表現を志向するものではないことを確認して
おきたい。
　また松本氏は，（2009）⑨ 13 において，手書き文字の個性を指導事項にす
ることは難しいとした上で，目を向けるようにする努力目標とすることを提
案している。これは書写教育の現場における個性に対する具体的な方途の一
つとして留意しておきたい。。
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　さらに，（2014）⑩ 14 においては，今日の手書き文字における「規範性」
の実用面における減退が，国語科書写の志向性に，分化した「用」「規範性」
と「美」「個性」を一体化させようという動きをもたらしているとした上で，
未だその議論の深まりが見られないことを含みつつ，「様子見のような国語
科書写の現状は何とも不安定で居心地が悪い」と指摘する。
　この中で松本氏は，手書き文字の「個性」について，「書き手が書いた結
果としての文字の個性」と「書き手の個性」の両面による掌握を示した上で，
前者における実際の教育の方向性として「書き文字の個性を洗練させていく
という積極的な学びのイメージ」と「書き文字の個性の存在とそのよさに気
づかせていくという間接的な学びのイメージ」を提起する。
　積極的な学びのイメージは松本氏が指摘するように，指導者に相当な力量
が求められることが予想されることから，実現の可能性の低い方向性と言え，
これは⑨における松本氏の結論と同じ方向性である。それと比較し，間接的
な学びのイメージについては，次に触れる菅野氏による論考を取り上げつつ，
深まりが期待できる方向性であると指摘する。
　そして後者の「書き手の個性」への観点として，「子ども理解」という視
座を示し，子どもの字への追体験によって得られる「その子にとってのつま
ずきや葛藤」を共有することにより，個性へ寄り添った指導法の工夫の可能
性を提示する。
　菅野智明氏は（2014）⑪ 15 において，押木氏の提案した「パラランゲージ
的要素」が手書き文字にも備わることを前提として，書写が潜在的に備える
「アート」性に着目し，図工や美術での「ビジュアルデザイン」の学習内容
から，書写との対比そして援用を図り，書写教育における学習内容上での明
確化される事柄や補強すべき点を論究している。
　本稿での関係で焦点を絞ると，菅野氏は「筆者も，手書き文字における個
性の側面に意識化を図ることは書写の段階から必要と考える」とし，特に図
工のＢ「鑑賞」に光を当てる。
　そこでは特に「身の回り」「身近にある」「自分たちの作品」から自他の差
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異に気付かせることが早々に小学校１・２年生より取り上げられているのに
対比して，書写ではようやく中学校 3 年生の「身の回りの多様な文字に関心
をもち，効果的に文字を書くこと」の新設によってはじめて見いだされるこ
とに対し見劣りを指摘する。
　ただ，菅野氏はこうした鑑賞の作業が実際の書写の授業においては散見さ
れることを指摘した上で，「書写において書き文字を評価（鑑賞）するに際
しては，当該の書き文字においてとくに効果をあげている要素を，多角的・
分析的に探る活動が必要となろう」とし，「書きぶりの違いが実は書き手な
りに普遍的『よさ』を追究した結果であることを知らしめるのが，個性を扱
うひとつの方途ではないか」と提案する。これは先の松本氏⑧の「規範に関
する教育目的の延長線上に発展的な位置づけ」とした個性の捉え方を，より
主体者一人一人の視点でクローズアップし，その主体者一人一人からの規範
性へのアプローチという視点に切り替えて捉えてたものと考えてよいであろ
う。
　さらに現行の書写の内容に，「『つくりだす喜びを味わう』場面が今以上に
増えて然るべきであろう」とし，言語活動を見据えた教材を先駆的に取り上
げた先行例を引き合いに出しつつ，文字と周辺要素とが有機的に絡み合う「複
合的な視覚メディア」という側面の一極を文字が担っているとの視点を提起
している。
　菅野氏の論考の方向性は，氏自身が断っているように，書写そのものの枠
組みの変更を意図したものではなく，あくまで書写の汎教科性に注目して図
工・美術の学習法から書写の学習法へのアプローチを図り，個性への照射を
試みたものであり，松本氏⑩が「間接的な学びのイメージ」として位置づけ
た中での掘り下げと捉え得ることができよう。
　青山浩之氏は，（2003）⑫ 16 において，国語科書写における個性を「文字
の書き方や，書かれた文字そのものの個性を対象に考えるべきではない」と
した上で，「むしろ，書写の学習においては，それぞれ違った状態から，一
定の基準に近づこうとする道筋のたどり方自体が個性的であるべきではない
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か」と「学習の個性化」を提示する。
　ここで行われている調査として，特に女子に見られる「自分の感覚」を確
立しながら，「自分の文字」を肯定できない書写の活動を浮き彫りにし，「学
習者個々が，自分の文字や書き方について考え，自分なりに規準を活用して
変容しようとする活動自体を支援するものではなかった」可能性を指摘する。
　併せてこの従来の書写の活動は，「学習者自身が学習環境の中で自己を対
象化できないために，自己の志向性を伸長できないでいる」ことや，「他者
の文字と自分の文字を対象化することなく，『手本（見本）』との比較により，
自分自身に肯定感を持てない」ことを生み出していることを指摘しており，
こうした点は，先に触れた松本氏⑧の書写教育における弊害に一脈通ずるも
のとも言えよう。
　さらに「個性的な文字を書ける子どもを育成しようとするものではない」
とした上で，「規準にもとづきながら，他者との関わりの中で自分の文字や
書き方を対象化し，その学習経験を通じて，最終的には『自分らしい』書く
ことの活動を獲得していく」ための，学習指導上の支援の必要性を示す。当
然これは集団での学習を前提としたものであり先の菅野氏の鑑賞の活動にお
ける個を見いだす手法と通じていくものとなろう。
　以上，広く手書き文字の個性に論究した内容を確認してきたが，次項にお
いてこれらを前提とし，書写教育における個性への視座を整理していきたい。
３　書写教育における個性への視座
　図工からの視座
　前章で菅野氏⑪が書写に潜在するアート性に着目して論を進めていること
に触れたが，今回新しく改訂された小学校学習指導要領の図工編及びその解
説では，実に個性に関する記述が大幅に増えている。このことは，松本氏⑩
で吐露された見通しの悪さに焦慮している書写側からは対称的な展開と見え
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る。
　例えば第 3 学年及び第 4 学年のＢ鑑賞（1）ア「身近にある作品などを鑑
賞する活動を通して」においては 17，解説で「互いのよさや個性などを認め
合うように活動を進めるなどの配慮が必要である」とし 18，第 5 学年及び第
6 学年のＡ表現（2）イ「表したいことに合わせて表し方を工夫して表すこと」
について，「表しながら段取りを考え直したりするなど，児童一人一人の個
性に応じて構想できるようにする必要がある」とした上で，「高学年は個性
の違いが目立つようになり表したいことの違いも顕著にあらわれてくる」と
示されている。
　また，2 内容の取扱いの「児童が個性を生かして活動することができるよ
うにするため，学習活動や表現方法などに幅をもたせるようにすること」に
ついて，「一人一人の児童が，自分の思いで活動を進めることができるよう
にし，その児童らしい表現を励ますようにする必要がある。その際，個性は
変容し得るものであることにも配慮することが大切である」とする。
　他に留意しておきたい点として，同じ内容の取扱いで，（4）「児童が実現
したい思いを大切にしながら活動できるようにし，自分のよさや可能性を見
だし，楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養うようにすること」や
（5）「各活動において，互いのよさや個性などを認め尊重し合うようにする
こと」と述べられていることを挙げておく。
　もっとも，図工は取り上げる教材やその対象，そして多彩な造形の分野を
考慮しても，個性を重視したアプローチが出発点になることは当然とも言え，
もともと文字の言語的要素としての正確な伝達・記録・表現等を主な学習と
している書写の整斉さの学習においては，対象である文字の掌握への個性の
幅を考慮する余地が少なく，あまりにも土俵が違うとも言える。よって重ね
てとなるが，ここで示されている内容を援用して，「個性的な文字」を指導
するための方向性を示唆するものではないことは，前提として断っておきた
い。
　ただ，表出される個性にいかに向き合うのかという点では共通性を有して
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おり，この個性への視座として示唆されるものは少なくない。例えば本稿の
冒頭で指摘した小学校高学年から発生する個性の違いへの理解はすでに明示
されており，それに対して各所において一人の「個性に寄り添う指導」を促
している点は，松本氏の⑩の観点と相通ずる部分がある。また，鑑賞からの
視点においても，菅野氏⑪の論考のように，上記の引用箇所を援用し，書写
教育における新しい鑑賞のケーススタディを作ることも期待できよう。
　また「個性は変容し得るものである」としている点も，書写指導における
個性への視座として援用が可能であろう。例えば押木氏が①で取り上げた「主
体に関しての条件」からの観点にしても，児童・生徒の手書き文字の個性は，
陰に陽に様々な環境や学習から影響を受け，変貌を遂げていくことが予測さ
れ，松本氏⑨⑩や菅野氏⑪で指摘されるように，こうした一時的な児童・生
徒の個性を固定化して評価することのないよう，慎重な運用が求められるこ
とが重ねて確認できる。
　ただ，ここでより着目したいのは図工と書写とで対照的とも言える，主体
への眼差し，主体を尊重する姿勢であろう。「自分の思い」を大切にし，「自
分のよさや可能性を見いだし，楽しく豊かな生活を創造」することに眼差し
を送る図工の視点からは，書き手としての主体性の確立を目指す「書写」に
おいて，どのように「個性」を捉えていくのか，改めてその課題を浮かび上
がらせていると言えるのではあるまいか。そこで，この「主体への眼差し」
に着目し，前章で取り上げた松本氏⑩の，「書き手の個性」の側面に焦点を
当てて改めて考察したい。
　「書き手の個性」―主体へのアプローチ
　鈴木慶子氏は（2015）⑬ 19 において，自らの大学の講義での実践を通し，
手書きを主体的に使用することができない学生のエピソードを取り上げつ
つ，現代における手書きの意義を掘り下げている。この中で取り上げられて
いるエピソードでは，例えば封筒の書き方・添え状の書き方など，どのよう
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に書くのかという書写の技術的な指導以前の問題として，スマートフォンに
依存する世代の言語活動そのもの自体への未成熟さを浮き彫りにしている
が，鈴木氏はこうした未成熟のままの主体へ，技能の伝授のみを行う現行の
書写の指導内容への疑問を投げかけている。
　少し本稿の趣旨に戻して書写の出発点に立って言えば，学生の例で示され
た事実は，「毛筆で学んだことを硬筆に転化させていく」，「学習活動や日常
生活へ展開させていく」という書写の本来の目的へ向けた問題の所在の一つ
を覗かせるようなエピソードと言え，ここで取り上げようとしている「書き
手の個性」へのアプローチにおいては，書写と国語科を中心とした言語活動
とのいわゆる循環性に対して，どのように児童・生徒という主体からのベク
トルをつけることがよいのかという点を視野に入れる必要があることを示唆
していよう。
　尤も「書き手の個性」を生み出していく主体そのものの育成や動機付け自
体が，書写も含めたあらゆる学習活動や経験を通じた教育的な個性たりうる
という観点は当然であろう。そうした点は蓋然的なものとした上で，国語科
における書写の位置付け上，多様な「書き手の個性」を総体的にこの国語科
内における循環に押し出していくベクトルは，先に示唆された主体への眼差
しからは必要性を指摘し得ると考えられるであろう。また本稿の前提で述べ
た手書き文字を取り巻く環境の変化も，こうしたベクトルを必然的に要請し
ているとも言えるのではないか。この点を考察する上で，次に国語科内の循
環性について確認したい。
　（1）国語科内での循環
　
　重ねてとはなるが，本来の書写の理念は，国語科を中心とした様々な学習
活動を支える文字書写能力を提供するものであり，特にそれは文字の整斉さ
の技能の習得に担われていることは，本稿の前提として述べた。
　これは，書写という呼称がスタートしてよりの一貫した位置付けであった
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はずではあるものの，松本氏⑧の「手本絶対主義」に指摘されるような指導・
評価の積み重ねによって，書写教育の孤立感を生み出している点は，先に取
り上げた論考以外の他の論考でもたびたび指摘されている課題と言えよう。
一般的に考えてみても，この書写の理念が広く理解されているかどうか，手
本をまねて清書をするという一連の学習パターンの呪縛をどれほど回避でき
ているのかという点についても首肯を躊躇せざるを得ないであろう。
　ただ，幸いにして，今回の学習指導要領の改訂で，こうした国語科内での
一体感の取戻しに追い風は吹いていると言えよう。というのも，新しい小中
学校の学習指導要領において書写は「知識・技能」に配置された上で，「日
常生活（中学校では社会生活：筆者注）に必要な国語の知識や技能を身に付
けるとともに，我が国の言語文化に親しんだり理解したりすることができる
ようにする」と目標が明示され，「思考力・判断力・表現力である，「Ａ話す
こと・聞くこと，Ｂ書くこと，Ｃ読むこと」の三項目を支えている基礎的な
位置付けであることがより明示されたからである。
　これによって，書写による文字の整斉さの技能の取得は，こうした三項目
の言語活動を支え，ひいては全教科にその効果が波及していく観点が改めて
整理されたと言ってよい。併せて，小中学校両者の内容の取扱いに「各学年
の内容の〔知識及び技能〕に示す事項については，〔思考力，判断力，表現
力等〕に示す事項の指導を通して指導することを基本と」することも明示さ
れ，こうした知識・技能は思考力，判断力，表現力を通し，関連付けて効果
的に学習・習得される点もより鮮明な方向性として示されたと言ってよいで
あろう。
　手書き文字の観点からすると，こうした学習を通して深まる「思考力・判
断力・表現力」は，当然押木氏①で示されたように，必然的に主体である児童・
生徒の「生理的な条件」の変化をもたらし，また手書き文字にも影響を及ぼ
していくことは想起されよう。つまり，「手書き文字」の整斉さの能力の習
得が「思考力・判断力・表現力」の学習を支え，その学習の深まりが，さら
に「手書き文字」自体をを深めて変化させていくという循環や一体化がそこ
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には存在するはずなのである。実はこの循環と一体化の認識に薄いことが書
写の位置付けの不安定さ，孤立感の原因ではないかという疑念は，筆者が実
際に児童・生徒を指導する中での直感的な視点である。
（2）昭和 22 年・26 年の試案で示された内容
　ところで，こうした国語科内での循環性に着目し，手書き文字の主体から
の具体的なベクトルの方途を考察する上で，芸能科「書キ方」からの脱皮を
図ろうとして示された，昭和 22 年・26 年の学習指導要領試案に，今日にお
いても参考に資すべき文章が散見されることは注目されよう 20。
　例えば昭和 22 年の小学校国語科の試案では，「書きかた」において「従来，
書きかたの学習指導は，一定の手本が与えられ，これを臨書して，できるだ
けもほうしていくことであった。しかし，これは児童の個性や独創性をおさ
えがちになるから，なるべく，児童の自発的な活動にまって，文字の書きか
たを習得させるように導くべきである。したがって，手本は，その手がかり
となるのであり，一つの標準を示すものであることを考えねばならない。一
点一画を書くことに腐心して，ただ技巧的専門的技能習得におちいることな
く，国語学習において，その基礎ともなる表現能力を高めることに指導の重
点をおかねばならない」と示されているが，これは今日の書写の理念に遜色
ない視点を示しているとは言えまいか。文中の「表現能力」には今日的に違
和感がない訳ではないが，仮にこれを「書写能力」と置き換えれた時に，特
に躊躇もなくこの文章を読めるであろう。
　また，昭和 26 年の中学校国語科の試案では，「習字」の冒頭に「これまで
の学習では，生徒はただ手本の字をまねて書くという，受動的の学習が多く
行われていた。そのため，とかく，模倣だけに終って、自主性に欠けたうら
みがあった。しかし，すべての学習は，生徒の必要と興味から生じた自発活
動でなければならない。習字も生徒自身で理解しなければ，よりよい結果は
期待できない」とし，指導上の注意として「身心の発達段階と個性に応じ，
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学年・学級・個人の具体的な到達目標を立て，すべての書く力の水準を高め
るとともに，個人個人が，それぞれ個性に適した文字を書くように指導する。」
」と示されている。
　もとより筆者は手放しでこの期間の指導要領やその実際の教育実態ををよ
しとする立場ではないが 21，のちの昭和 33 年の「書写」の登場を期する瑞々
しいこの書写の息吹は，今日において継承され，実現されているのかという
点は，これまで確認してきた現状からは留保せざるを得ないであろう。
　ここで注目したいのは，小中学校両者の試案とも「自発」「自主」といっ
た語が「個性」と関連付けて記されていることであろう。このことは，先に
指摘した児童・生徒からのベクトルをどのようにつけるのかという課題に対
して，一つの方向性として掘り下げを行うのに示唆に富んでいると言えよう。
　試みに，この中学校国語科試案での「それぞれ個性に適した文字」という
表現は，先の図工との比較や先行の論考などの表現から，今日的な表現とし
て「自分らしい字」と置き換えることがひとまずは可能と言えよう。これを「身
心の発達段階と個性に応じて」指導することについて，先に確認した図工で
捉えられている個性の視座を援用することはできまいか。
　例えば図工ではこの個性は「変容し得る」としており，書写教育での援用
の可能性については先に確認した通りであり，こうした個性の発達段階は小
学校高学年からより顕著になることの明示も確認した通りである。つまり，
この中学校国語科で示されている，いわゆる「自分らしい字」を書く指導の
ための児童・生徒の発達段階は，決して固定的なものではない弾力的な個性
の変化の幅を前提としつつ，小学校高学年の段階から許容範囲として射程に
入るべき内容として位置づけることができるのではないか。
　ただ，ここで「自分らしい字」を「指導する」としている点は，これまで
確認してきた方向性を踏まえても，今日の書写の理念ともそぐわないであろ
う。また，こうした指導の方向性を洗練させていくことは，松本氏⑩で示さ
れた書き文字の個性を洗練させていく方向性と軌を一にしており，現実的に
も実現性が難しいと言えよう。
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　そこで，先の青山氏⑫の視点も踏まえ，この「自分らしい字」という個性
の発露を生かし書写としての位置付けにも矛盾をきたさないためにも，「自
分らしい字」を書くことへの「肯定」というスタンスを取ることが適切では
ないであろうか。この「自分らしい字」を書くことへの「肯定」は，児童・
生徒にとっては主体性の獲得の一つの方法として提示できる可能性を含めて
いるとともに，先に菅野氏⑪が「つくりだす喜び」を指摘した観点を加え，
国語科内での循環を通しながら，自然発生的な「自分らしい字」を作り上げ
ていく「喜び」自体を書写の領域に位置付けていくことを一つの方向性とし
て提示したい。
　誤解のないように重ねて付け加えると，これは意図的に「自分らしい字」
を書き，作り上げていく「喜び」自体を書写の目標と見据える訳ではない。
これまで確認してきたように，あくまで国語科内での循環性を前提とし，そ
の循環内での主体性の確立を視野に入れながら，ある程度の実現性の幅を
もった規範性の学習を通して表出される「自分らしい字」を書くこと，作り
上げていく「喜び」を，特に小学校高学年以降で「肯定」し，規範性の習得
の先に見える山を，展望として示唆する方向性のものである。
　当然これは，「古典」の学習と理解を基盤に，「自分らしい字」を表現し，「作
り上げていく」芸術科書道の領域とは一線を画し，あくまで国語科の言語活
動ひいては学習活動全般を支える書写の領域としての作業であることは，留
意しなければならない。ただ，押木氏⑦でも示されている通り，こうした個
性を認める活動内容は，円滑な芸術科書道への接続にも資することが予想さ
れよう。
　この方向性をどのように書写の領域内に位置付けていくか，慎重な論考の
積み上げが必要であることは言うまでもなく，本来的な書写の理念と齟齬が
生じないよう，また飛躍的な解釈による誤解が生ずることのないよう留意が
必要となる。こうしたことは，実際の指導手法の研究も含めて，今後の自身
の研究課題としていきたい。
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おわりに
　これまで，書写教育における個性について，広く手書き文字という捉え方
を含めつつ，様々な観点から論考を進めてきた。まずは，手書き文字の個性
に関する論考の確認を通し，図工からの援用によって「主体」への眼差しに
着目し，その中で，書写に長らく指摘されてきた孤立感の所在として，こう
した「主体」からのベクトルに絞って論を進めた。
　その上で，書写の学習による手書き文字の深まりが国語科の「思考力・判
断力・表現力」の学習の深まりとして全教科に波及していくという学習指導
要領の理念を前提として，こうした「思考力・判断力・表現力」による学習
の深まりはまた「主体」の深まりと変化をもたらし，必然的に手書き文字の
深まり・変化として表出していくという循環性をより意識することの必要性
を示した。
　そして，昭和 22・26 年における小中学校の学習指導要領の試案において
こうした「主体」に関する記述が「個性」と関連付けられている点に着目し，
ある程度の実現性の幅をもった規範性の習得を通じて「自分らしい字」を書
くことへの「肯定」，そして自らの深まりとともに変化しゆく「自分らしい字」
を作り上げていく「喜び」を書写の射程に見据えて，上記の循環性との両輪
で国語科書写の「個性」を捉えていく視座を示した。
　ここで検討した内容を具体的に書写の中にどのように位置付け，明示して
いくか。細かな検証は今後の課題となるが，小中高一貫した文字の整斉さの
学習の中に，特に小学校高学年以降こうした一本の太い幹を入れていくこと
が，今回の書写の延伸にも学びの主体たる生徒の自覚を促し効果的な学習を
挙げて，芸術科書道との連携を円滑にさせる一端もあるのではないかと考え
る。
　これは，今後主体者・受容者の変容を予測する書写においても，その内在
的な動機付けを果たし，積極的な主体者・受容者としての学習へと「書写」
の位置づけを明確にできる可能性をはらんでいるのではないかと考えられ
（ 64 ）
る。
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一体化への回帰―」『文学』第 15 巻　第 5 号　2014 年 9 月
15　 ⑪菅野智明「共生する書写―子どもの国語力とアート」『アートでひらく未来の
子どもの育ち』玉川信一・石崎和宏編著　2014 年 2 月 20 日　明石書店
16　 ⑫青山浩之・當波ゆう子「国語科書写の学習指導における個性化とその方策」『書
書写教育における個性への視座 （ 65 ）
写書道教育研究』18 号　2003 年 3 月
17　 文部科学省『小学校学習指導要領』　2017 年 3 月
18　 文部科学省『小学校学習指導要領解説　図工編』　2017 年 7 月
19　 ⑬鈴木慶子『文字を手書きさせる教育―「書写」に何ができるのか』2015 年 8 月
31 日　東信堂
20　 過去の学習指導要領のデータベースは下記を利用した。国立教育政策所ホーム
ページ　学習指導要領データベース　https://www.nier.go.jp/guideline/
21　尤も昭和 22 年の試案以降，小学校においては毛筆の学習は必修とされなくなり，
昭和 43 年の改定による毛筆必修の復活までは，書道的見地からはいわゆる不遇の時
期と言える。その点も含めて，ここで謳われた理念が実際の現場においてどのよう
に展開されたかという事については，別の問題が横たわっていると言ってよい。
　　その上で，こうした問題は一旦置いておき，この時期の指導要領の試案の文言上
における瑞々しい表現に着目し，今日的な観点から再び光を当てたという形である。
この点をご容赦頂きたい。

創価大学人間学会規約
平成 19 年２月９日制定○
第１条（名称）  本会は，創価大学人間学会と称する。
第２条（目的）  本会は，本学建学の理念に基づき，文学部人間学科における研究と
教育に寄与することを目的とする。
⑵本会は，文学部の各専修を基礎とする各学会（以下，各学会と略）
の連合学会としての機能をもつ。
 ⑶総合人間学専修は，本会をもって専修を基礎とする学会とする。
第３条（事業）  本会の事業として，講演会等の開催，機関誌・印刷物等の発行，学
業の奨励，その他必要に応じて本会の目的にかなう事業を行う。
第４条（会員）  本会は，次の会員をもって構成される。
 ①　教員会員　本学文学部の専任教員。
 ②　学生会員　文学部１年次生および総合人間学専修所属の学生。
 ③　賛助会員　本会の目的に賛同し，役員会の承認を得た者。これに
は，他学部教員，非常勤教員，大学院生等を含む。
第５条（会費）  会員は，所定の会費を納めなければならない。また，本会は連合学
会として，各学会の会費徴収の役割を担う。
第６条（役員）  本会運営のため，文学部長を会長とし，会を代表し統括する。また，
会長の指名により副会長を置くことができる。
⑵必要に応じ他の役員を置く。また，会計監査のため監事を置くもの
とする。委員は教員会員の互選による。
 ⑶委員の任期は２年とし，再任を妨げない。
第７条（総会）  総会は原則として年１回開く。総会は会長が招集し，教員会員の二
分の一をもって成立し，議決は出席者の過半数による。
第８条（細則等）  会の運営に際し必要な細則は，委員会の検討を経て，総会の承認を
得ることとする。
第９条（改廃）  この規約の改廃は，総会の議決に従う。
附則  本規約は，平成 19 年４月１日より実施する。
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